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I はしがき
1950 年代までのrl本の農村では 水稲作を1:]1心に畑作や林地手IJFJを組み合わせる複合経営が行なわれ
ていた.ここでの農業は手作業をI:j:l心とする労働集約的で小規模で白給的な性格をもっていた.このよ
うな伝統IYJな農村では それぞれの住民が与えられた土地資源を多様に活月3し 最大の生産をあげよう
とする一方，共同体的基般に基づいてそれぞれの資源を維持管理し，長期にわたって安定して利用でき
るように工夫がなされていた J史-業m7J<.を{確保するために住民の生活が規制されることもあったし，共
有林W}やj長野，漁場の利用にHi!J，jJ~ を加えることもめずらしくなかった.共同体的活動の理念は，経済法
HIJを追求するというよりは むしろ住民の共存共栄をはかることであった(石井， 1992). このような
伝統的農村の農業は， ~~t 1L~I:l守には安定していたが，生産性は低く，経済的には高い水準にはなかった.
1960年代からの高度経済成長期には農業の機械化-化学化が進み，農業生産性は著しく向上した.
それまでの手作業や畜力による農作業が機械を用いたものに変わり，農業の省力化も著しく進んだ.
経済発展により都市的産業が急速に発展し，それらに多くの農業労働力が吸収されていった.結果と
して，者IS-r!Jから遠隔の山村や農村のうちで農業的基盤が脆弱な地域では過疎化が進行し，それ以外の
大部分の農村地域では兼業が浸透した (LLi本ほか， 1987).農家労働力の農外就業への従事が一般化
して， しばしば農外就業が農業経営を決定するまでになった.農民の経済活動が多様化した結果，共
同体的基盤に基づくそれまでの農村社会は変質していった.従来のように比較的均質な農民が，共i司
で農村の白然環境や経済的・社会的基盤を維持してきた状況は少なくなった. しかし，多くの農民は
農外就業に従事しながらも，農業機械を駆使し自ら農業を継続した.
ところが1990年代に入ると，これまで農業を継続し農村社会を維持してきた多くの兼業農民が，
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高齢化により農業から離脱し始めた.そして誰がどのような形で農業と農村ーを担っていくのかが大き
な問題となってきた.他方では 過度の機械化や化学肥料と農薬の過剰投入による環境問題が生じ，
さらには食の安全性について消費者が強い関心をよせるようになってきた. 21 世紀に入った現在，
このような農業-農村の転機を迎ることになった.
この報告は第2次世界大戦後 特に 1960年頃から 21 佐紀の始まりまでの 11札 E~I 本の稲作農村がど
のように変谷したかを，農村景観と炭家の就業情造に蒜i三!することによって明らかにする.大部分の
家は農業活動であろうと非農業活動で、あろうと，それらから得られる収入のもとに生活ーしている.
したがって農家単位でみれば，農家が生活を依存している生産活動の組み合わせ，すなわち農家の)沈
業構造に着自すれば，多種類の生産活動を有機的に結びつけて考えることができる(山本ほか， 1976).
農家は自らの置かれた場所の自然13'-)・社会的環境の中で、最大のJl:Z入を容易にあげるような就業構造を
もつように努力し，環境の変化に対応してそれを変化させてゆく.これらの農家の営みが，具体的に
土地に投影されたものが農村景観である.
研究土す象地j或として，富山県黒部JI扇状地の稲作農村を取 iry上げる.そこでは 1950年代までは伝
統的な農村が維持されていたが 1960年代から 1970年代までの悶場整備事業を契機として農業と農村
は大きく変化し，その後も時代の趨勢に従って様々に変化してきた.なかでも入普IfJ?Hj山新地区につい
ては， 1972年以来筆者が継続的に農村調査を続けてきており，すでに 1970年代のIIll場整備事業にと
もなう景観と就業変化(田林， 1975 ; U 1本・出林， 1975 ; Tabayashi， 1997)， 1980 年代の低成長期
の農業経営状況 (IJ~l三， 1984 ;日]林， 1991)， 1990年代の就業構造とコミュニティ活動の特徴 (11林，
2000 ; IJ林・菊地 2000)など すでに何度か報告してきた.これらの と重複する部分もある
が，その後の調査結果を加え， 1960年代から約40年間の農村の変容過程を整担してみることにする.
これによって， 201止紀後半の汀本の稲作農村の一般的な変化のかなりの部分が理解できると忠われる.
入普IHT?rliUJ新地区は黒部Jli詰:Ik地扇頂部右月刊こ{立Tlまする古文村ー である (写真 1) .地71三は南部からjと
部に 1/100-1/150の勾配で傾斜し， I邑i場整備事業実施以前は地表部に波状のうねりによる高低差が
写真 1 黒部)1扇状地扇]支部の農村(浦山新地区と隣接する墓ノ木地l玄) (2002年7月)
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みられた.わず、か10~ 15cmの7ij;壊土の-1ごは， I三燥を含む砂傑JZIである.この地域では通常12月初旬
から 3月!ご匂まで約110日IUJが根雪の別問となる?市山新地区はその名が示すように， 1605年(J変長
10)の黒部)1¥のifJ道変遷で対岸の現在の??三奈月 1fT~ïlï Ll 地区から分離されたもので 独立した藩政村と
して認められたのは 1656年(Iy~暦 2 )と言われている(入善I汀誌編纂委員会， 1967). 1日新屋村の一
大字で、ある(第 11~1). 2001年12月31日付けの住民基本台帳によると総世帝数は 110で，人口は462
であった. 2000年の農業センサスによると，農家は78戸であり，そのうちの 6戸が専業農家であっ
た.総経営耕地123.3haのうち約99.8%に当たる 123.0haが水EIであり，農業活動の中心は水稲作であ
る(第 I表). 1970年代までは，タバコ栽培や水田芸作のチューリッフ。球根や牧草の栽清が行なわれ
ていたが，水稲が圧倒的な面積を占めていた. しかし，米の生産調整政策の強化により，最近では大
豆やエン麦，牧草が目立つようになってきた.悶場整備事業によって水田は整備されており，主要道
路もすべて舗装されている.
E 額場整備事業の実施と農村の変化
IJ -1 関i場整備卒業の実施と炭村景観の変化
1 )臨場整備事業の実施
音1)川扇状地において第2次世界大戦前の耕地整理法ドで行なわれたものは，主として扇状地左岸
霊翻懇川泌
図州
ごご)同欽悶道
豆と)道路
:匂町三一 |自;可道
.._..-.._- 等高級
1111111111 段丘澄 ??
q ，手km
第 1図 黒部JI扇状地の!日河道と入善町imUJ新地区の位置
(国土地理院発行 5万分の 1地形図，深井三郎 (1966)により作成)
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第 1表 市山県入存1ITifl山新地返における民家と農業経営
農家(戸) 兼業禄別農家(戸) 帝王 'tl~，~ 耕!也 Wii和 (lOa) 
そ'1、うじト、ヰ友/人 専業 第 l滋 第2極 恒常的 日rm IC常 合計 1:1 ):1 果樹i認J子tt王!'手~( 兼業農家 兼業:農家 勤務 U¥t家
1960 106 44 32 24 43 13 1，011 1，006 5 。
1970 98 ‘〉 49 47 3、5 60 1，105 1，092 13 。
1975 96 フ 23 51 38 5 1，179 1，167 12 。
1980 94 4 1 79 64 21 7 1，237 1，237 。。
1985 91 4 9 78 64 16 1，167 1，105 62 。
1990 91 4 6 81 71 15 1，194 1，187 8 。
1995 82 4 4 74 65 10 3 1，198 1，194 フ フ
2000 78 6 6 66 * 1，233 1，230 ? 
* 2 )子iのj土1*ftfl0民家を合む，ー デー タなし (J.足業センサスにより作成)
!て流音1)および小1左岸下流部の 1，872haであった.これらの地域はいずれも扇状地の末端に位置し，
比較的平坦で、表土も厚い. 1百1:1訪往信H事業ーは飯野地区で1962年に団体営事業によって行なわれたのに
始まる(新藤， 1969). 続いて，県営事業が?RJ山新地IKを含む!日新j呈村において実施された.扇状地
に特徴的なi支持1:.-1.や急勾配のため表土扱いが!孟i羽!:であったこと(白井 1972) 水lJ3は元々 乾E1]であ
り，耕地整理によって肥沃度が高まるとは考えられなかったこと，労働生産性向 l二の意欲が低かった
こと，大地主が存在せず経済力がなかったことなどが(北陸農業試験場農業経営研究室， 1967)，黒
部川扇状地における耕地整理事業やl相場整備事業が遅れた原伝!と考えられる.
1950 年代後、ドから地域内や近辺で、の工業の発達や交通手段の改普により 通勤兼業者がJI/)1し，
労働生産性の向上に注意が払われるようになった. しかし耕転機をはじめとする農業機械を導入しで
も耕j也が分散していたり，伺々の耕地が狭かったため，能率を一十分にあげることができなかった.そ
のうえ複雑な小用水路網のため，水管理には多くの労力と 1I寺i討が必要であったことや， 一部の民家が
水稲作の省力化によって畜産や球根栽培などを導入し多角経営を試みようとしたことから，悶場整備
事業への関心が高まった.さらに 1964年度以降標準区画30a，受益田積300ha以ーとのものは県常事業
として施行されるようになり，国庫補助と県補助を合わせると平均で事業費の約70%に達すること
が(良林省農地局・農政局， 1967)，黒部JI扇状地でi習場整備事業が本格的に開始される大きな原住!
となった.
入普IHTでは 1960年代後半から本格的に閤場整備事業が実施され， 1973年度末には91%の施行平に
達した. 1964年から始められた浦山主Ij.地区の闘場整備事業は， j民間Wjの10月から 4月にかけて施行
されたことから天侯が不)IHであり，工事ははかどらなかった.また工事の最大の困難さは表士扱し 3に
あり，表土15cmの権保がむずかしく (富山県 1972) 他地区から土の搬入も行なわれた.最終年度
の1970年から米の生産誠整が始まり，休耕j:による通年施行が行なわれ(金1奇ほか， 1971)， 1972年 7
月には換地処分も完了した.事業費は 1964年頃には 10aにつき 10万円程度であったものが， 1970年
には約18万円となり，地元負担は 10a当たり約 5万円となったが 農民にとって返済は十分1，J(ì~ で、あっ
た.それは，農民負担の80%が農林漁業金融公庫からの長期借り入れによるもので， 5年据え置き
20年返還という有利な条件のものであったからである.
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Ii立Ij坊主計m卒業と L並行して農業構造改善事業が進められた. 1963， 64年に実施された l次事業によ
り，iH UJ新地区にトラクター，乳I1二，乳牛舎が導入され，続く 1967から 69年度にかけて!日新屋村全
域を対象とした 2次事業が実施され， irl1山新地区にも 2台のトラクターと農機具格納庫が割りあてら
れた. また?f1r山新地i玄では 197011三に県と IHJおよび入善IJ農業協同組合の補助を受け，育荷センター
が設世され，集落の大部分の農家の水午前の-OJ-をまかなうようになった.
2) 1.長村景観の変化
i i\~場 ~~tiiill事業実施主j、 riíj は扇状地jこには複雑な起伏があり，そのため 1 筆が数a の耕地が段状に連続
して 10~ 30a程度の 1[1]地をなしていた.この団地は扇状地の縦mll!方向に長い紡鋭形をしており，ま
わりは「江Jと呼ばれる小川水路訂正1Ilで取 1)間まれているのが一般的であった(IJ林， 1974). i;l~ 
市川!万i;伏地で、は倒人の所有による田地ごとに，かけ流し濯政が行なわれていたこともあって，複雑な
用水路網が発達していた(竹内 1942). 1964年における浦UJ新地区北部の一部の農家の所有耕地を
不した第 21z1によると， A~D のょっに iヨ家のまわりに耕地を集めている農家がある}文部， E~H の
ように主低めて分ij交してjvi-有しているものもあるカf 大部う?の所有耕地は j史家カサ去するづ、字内にあっ
た.一般にぃ民家やj長うたに力を注いできた民家は， 自家のまわりに耕地を集めていた.分家は本家
-宅地
墜警護度数料、のある宅地
盤~不在宅地
λず A家
y)d+t-A家の耕作i也
よ~-コ Iß堤防
三三三三)用水路
一=一道路
匝主 E半
一一一大字界
小+界
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第 2r;m '[I'; Li Uf1，-入善1日iliJl新地区における悶場整備卒業前の耕地と宅地 (1964年)
(1969年国土地理W5e搬影空中写真，開き1!)7_りによりイ午成)
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からわずかの耕地を譲り受け，荒地の I~FJ墾や小作によって経営耕地を拡大していったと言われること
からも，所有耕地の分散の程度が大きかった. A~D はいずれも 4 代以上続いた本家であり， E~ 日
はFを除いて分家である.入善IHT史によると(入善IHJ史編さん委員会， 1990)， ilr山新地区では北か
ら南へ，すなわちド流地域から上流地域へ IjlJ~~が進んでいった.松や杉が植えられた!日提|坊がi毘場整
備事業直前まで存在しており，それより j可道に近い耕地は明治期以降開墾されたものであった.これ
らの比較的新しい耕地の区画は方形に近く 多数の農家が開墾に従事したことから，耕地所有が入り
組んでいた. 1965年頃には全経営耕地101haのうち 99%までが水1であったが，裏作として飼料作
物が約18ha，チューリップ球根が約 2ha栽:t去されていたほか，各農家による自家用の野菜栽培が行
なわれていた.
砺波平野とi可様に散)舌flJljがみられ 孤立した宅地と 5~6 戸の集出をなした宅地が混在していた.
宅地の広さは 10a前後のものが大部分で、 屋敷林に取り Iftlまれていた.屋敷林は宅地の必から南凶側
に配置されており{令 {J~ な j試がふき出す黒部川が扇状地域へ入る谷口の方向に一致していた.屋敷林
を構成する樹程は主として杉，松，けやきなどであり，柿ゃいちじくなどの果樹や竹なども槌られて
いた.また屋敷のまわりは大きな円擦の石垣によって取り出まれている場合が多かった. 1出場整備事
業i直前まで，かやきの屋根と広間型のItNJlY.をもっ農家が，この地区では全農家の約3分の lを占め
ており，落差をもって段状に続く水UIとまがりくねった用水路や農道とともに黒部川扇状地の水1J宍
村の伝統的景観を残していた.
関場整備事業によって耕地の区画 農道，泊排水路が変化し，さらに耕地の集団化が行なわれた.
住宅の改築や新築も行なわれた(第 3図).長辺100m，短辺30mの30al玄filが耕地の襟準規格とされ，
従来とは逆に平均1/100という傾斜，の大きい扇状地の縦軸方向に短辺がとられた.短辺にそって用排
水路やj農道が配置された.用水路と排水路は分間tされ，後者の一部はj長道の下を通るIl音渠とされた.
1門山用水路は改修済みであったのでそのまま利Jlされたが，入善用水路に関しては，黒部川合口連絡
用水路からの分水門は従来より 400m下流の地点に移動され，新たに用水路が造られた.用水路は冷
水の被害を軽減するために， 30 ~ 50cmの洛差をもっ?寄差工が配置された広1m緩勾配の温!汚水路とさ
れた.農道の整備は闘場の大型化とともに機械による作業のための必須条件であることから，大型コ
ンパインの1lfi3mを基準にとり すべての闘場に接するように4.5m1lfiの農道が配置された.
林地やJ]矢野さらに雑種地の水由化によって各j史家の経営耕地面積が拡大するとともに，経営耕地の
集団イヒが行なわれた.北陸農業試験場農業経営研究室(1971)の調査に基づいて入善用水路より北西
側の農家の状況をみると， 1盟場整備事業直前には経営耕地の平均1]地数は7.4であり，平均筆数は
25.7であった. 10団地以上に分かれている耕地を経営するj長家は 7戸もあり， 1戸を除いていずれの
農家の耕作地も 30筆以上に分かれていた. I薗場整備事業完了後には，経営耕地の平均団地数はわず
か2.3となり，筆数も 4.0と減少し，最も多い農家でさえ 5団地， 10筆にすぎなくなった. しかし，
元来自家のまわりに耕地を集めていたA~Dの農家と比較して 耕地の分散の程度が高かった E~ 日
の農家は耕地の集団化は進んだといえ，依然として自家から離れたところに耕:地をもっていることが
わかる.
mli盟新・改築した燦家
UIlI四一吉I1改築した終家_1日系の潔家
区三3未使用宅地
仁コ屋敷林
A紙 A…i也q:"'(~~dgr-\\;- A a長
ιコZてつ!日堤防
三三三三i用水路
-ニ二ニ道路
一一由主幹
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第 3図 市山県入善n1TiflJLlI新地i互における!fjil場主主税H卒業後の耕地と宅地 (1974:{f-) 
(入善IH]新屋土地改良区換地計mUI;gI，I部き取り，野外観察により作成)
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j支地の警官mとともに家屋の新・改築が進んだ.第 3[~l に示された浦 UJ新地区北部では，国場整備事
業までかや茸きの農家が17戸あったものが(写真2) ，かやが手に入りにくくなったことや家屋のilH
久年代がきたこともあって， 1974年度末には l戸をl徐し 1てすべてが新たに改築され，瓦葺きの家屋
になった.そのほか一部改築された家屋5戸を含めると，この地区の57戸のうちの30.7%の家屋ー の
変化が10年足らずのうちにおきたことになる.寄せ棟，かや茸きの家屋にかわって，切り安，瓦葺
きで新建材やアルミサッシを用いた家屋が一般的となり，建坪が大きいという点を除けば，都市の住
宅との差が少なくなってしまった.新・改築の際，自家の屋敷林を切り，材木として利用することが
行なわれた結果， 1963年には57戸のうち32戸に屋敷林があったものが， 1974年には19戸に減少し，
しかもこのうち 2戸は廃屋となった.
集落内には自治公民館(写真3)， トラクター格納庫，牧草乾燥場，育121センターが新設され，新
たに共同井戸が2本掘られ集落のすべての家に簡易水道がひかれるようになった.また耕作景観の変
化も著しく，春先の日1*ぬり， AI代での作業がみられなくなった.自J兄型コンパインの普及により，ハサ
(稲かけ)や稲ニホ(稲むら)が消滅したことから秋の収穫時の景観も著しく異なったものになった.
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写真2 富山県入善町浦山新地区の伝統的家屋(19755i三3月)
写真3 富山県入善IHlilUI新地i玄の自治公民館 (200211"-7 n) 
TI-2 農業活動の変化
1 )水稲作の省力化
!芭!場整備事業を契機に新しい稲作作業体系が確立され 所要労働時間は大Ijilに軽iJ支されることになっ
た. IE新屋村で置場整備事業がようやく始まり 従来の稲作作業体系を示していると考えられる
1965年とi習場整備事業後の1971年の状況を比較してみよう(第2表).1965年には入力によるEI植，
除草，水管理のために莫大な時間が必要であったが(写真4)，稲刈と稲こきは県平均の約半分であっ
た.この差は 2つの統計の出所の違いにもよろうが，この地域は機械の導入に熱心で，常に入者二IHTに
おける先進地であったこと，砂質浅~qj:土で、あるため減水深が大きいことや，複雑な小用水路網のため
水管理に多くの時間を要したことによると考えられる.ともかく， 19661三には10a当たり 198.6時間
稲子予J苦
Wiit ~-!JJ 
本iI耕起
本 IUj;~j也
jじ JJ~ 
IJ 1'lf( 
j阜 )j巴
iVi → 
出排水管理n
|坊
稲刈焔こき
もみ乾燥
もみすり
/i三i、
第 2表 寓山県入詩IIJiiIJlLi新地vにおけるlOa当たり水稲所要労働H寺間
19651ド 1971 年
新屋地i亙 富11Vfl; 新!芸j也l孟(、l7.j力) 新民j也IK(1註iLU
WY'I日j II~Þli iJ 1;')lJ 1寺山j
0.5 0.3 
人)]
6.0 5.8 6.0 4.0 
共!可1刊に 二I二;i→i寸i司1:主 育wiセンター
11. 5 18.6 5.1 2.1 
人)j，191:;[よ機 人]j， トラクター 入力， トラクター
3.7 7.1 1.7 1.2 
人]] 人)j 入力， tl設布石支
22.7 19.6 8.5 7.0 
共IriJ 人)j )¥)j， m植機 日3Wt機
2.0 1.0 3.3 3.0 
人)j 人力 人力
58.0 18.1 22.3 6.3 
人)j 入力，除草剤 除草剤
60.0 17.3 27.5 15.0 
人力(1 1=2 I司) 人)j (1 1= 1 1m) 人力(2 [11 !il) 
4.5 3.5 4.5 2.0 
ji校社i機 jl設;{iJf設 J散布機
24.0 51. 3 7.0 2.0 
人)j，動JlJ¥i穀機 /ト引コン 1¥イン ;J寸~~!コン 1\ イン
5.7 6.2 5. 7 0.4 
乾燥機， もみすり機 乾燥機， もみすり機 ライスセンター
198.6 148.8 91.1 37.3 
(新陸上地改良区資料および市;U 孔~f~ J~ 
写真4 黒部川扇状地における従来の出植(1959~r 5月)
(入善Il教育委員会提供)
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市Lll県
1寺IJ
0.4 
4.7 
11. 1 
3.9 
15. 7 
1.6 
9.1 
12.6 
2.2 
28.2 
5.3 
94.8 
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と県平均よりも 50時間も多くの時間を要していた.ところが1971年には91.1時間と所要時間が半減
した.
作業1I寺問の短縮が著しいのは，耕起， m植 除草，水管理H稲刈や稲こきなととの作業である. ~~I:起
や整地のための|時間が減少したのは 1967年に実施された第 l次構造改善事業， 2次事業によって
!日新屋村に導入された 10合のトラクター (40PS)のうち 2台がim山新地区に配置され， ifl山新機械
利用組合の名のもとに共同利用されることになったことによる.機械利用組合は，この2子?とirIJ山新
酪員組合のトラクタ-1台を佑:り， 3台で80ha余りの水EIの耕起，代かきを行なった.残りのま1
25h3 は個人がi;JI:転機を用いて行なっている. I選l場整備事業直後はi三燥が混在していたため，大型の
共1]トラクタ一利用は必須であった.その後 徐々に個人耕起が増加したが， 1971年頃から再び共
同トラクタ一利用カ汁言力Ilした. 1973 年には 17戸の j是家カf個人耕j~ を行なっていたカ) これらのj(史家
の平均経営面積は1.5h3とよヒ較的大きかった.
育は197011三に県と1汀および入善町農業協同組合からの補助金180万円と農業近代化資金720万円
の借り入れで設置された育苗センターによって行なわれるようになった.この施設は浦山新育12i組合
によって運営され，約120h3の水EBへの供給能力がある.このため，浦山新地区の個人育iJllのものを
除く約84h3の水Elのほかに 墓ノ木地区や島地区などの隣接集落へも苗が供給された.機械1植が
初めて行なわれたのは 1969年であったが 1973年には集落のすべての農家がmi直機を利用するよう
になった.除草に関しては従来にくらべてその回数が少なくなった反問，除草剤の使用が用力IJした
i理場整備事業の際，ブルドーザーによって心土がluめられた結果，水持がよくなり，水管理は夕方か
拐に 1Iillで十分になった.また小型コンパインの普及は，従来の手刈りとはさによる乾燥に必要な
多くの労働時間を短縮することになった.
水稲作所要労働時間の減少によって，たとえ夫婦が他産業に従事していても，農繁期に数日の休um
さえ取れば， i羽-タおよび週末を利用して水稲作を続けることができるようになった. )文部，機械購
入費， i~l:起代金，・農薬-肥料代金などの現金支出は増加し，農家の現金収入を求める姿勢は
強くなった.
2 )チューリップ球根栽培の衰退
水稲作の変化とともに，それと組み合わされてきたチューリップ球根栽培や酪農ーの変化も著しかっ
た.入善町におけるチューリップ栽培は， 1950年頃から急激な伸びを示し(入善町， 1964)，栽培戸
数は 1966年に338戸，栽培面積は1967年には52.6haとなりピークに達した.その後，チューリップ
栽培-の後退が始まり， 1974年には栽培戸数152，栽培面積47.0h3となった i市LJ新地区でも同様の傾
向がみられ， 1953年にチューリップ栽培が1戸の農家によって始めら， 1959年以降急激に拡大したも
のの， 1971年頃から後退傾向が顕著になった.チューリップ球根栽培は，植イす・掘取作業が水稲作
と競合するとはいえ 冬季の余剰労働力を消化するため 積雪地帝の数少ない裏作作自の 1つとして
取り入れられる可能性をもっていた. しかもチューリップ球根の収益は新藤(1974)によれば， 1972 
年度の富山県の実績では103当たりの所得が122，703円で 1日当たりの家族労働報酬は5，541円とな
り，水稲の2，328円よりもはるかに高かった.さらに扇状地の砂貿浅耕土は，排水がよくチューリッ
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プ]判長栽培に過している.このような利点があった上に， 1950年代以降，動力耕転機が普及するこ
とによって，水稲作とチュ-1) 'Jプ球根栽:t去の労働の競合が緩和され， r水稲作十チュー 1)'Jプ球根
栽培jが広がった.
1967年以降，チュー 1)'Jフ。球根栽培が後退し始めたが，これは入善町におけるi習場整備事業の実
施と 1I寺を同じくする.浦UJ新地区でも 1966年には 13戸の農家が212aの栽培を行なっていたものが，
1974年には 5戸で148aの栽培になってしまった.聞き取りによると，残りの 8戸の栽培i干1J止i上f二‘の直接
の5霊弱i守j汁バj
業との競合のためであつた(第 41区Z却lり). 1974年の 5戸の栽培農家の平均経営規模は29.7aとかなり大
きくなったものの うち 3戸は労働力不足によって近い将来チューリ yプ球根栽培を I:IJJト，したい意向
をもっていた. irl1山新地区における開き取りにより，そのほかのチューリップ球根栽培衰退の原因を
島平ム1ha
チューリップ球根栽培菌積
70 
20 . ~ 
盤-1~ ~~ 
乳牛飼養頭数
第4図 富山県入善IlfiliLU新地区におけるチューリップ球根栽培と酪農家の推移
(富山県花升球根農業協同組合と入善酪農民業協同組合の資料により作成)
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要約すると次のようになる. (1) 1出場整備事業後，燥の混入が多くなるとともに封|ワ1<.が悲くなり，
土地条件そのものが思くなったこと ( 2 )耕地の一法函が30aに拡大したため，小規模な栽培がで
きなくなったこと， (3) 大規模経営をやらない限り 恒常的通勤兼業の方が年間を通して仕事があ
り，結果的に収入が多いこと， (4)槌付・抗HJ取i時期jには短期間に多量の労働力が必要であるが，他
産業で、の就業機会の増大にともない労働力の確保が|本I~mーになったこと， (5) 栽培技術が高度で、あり
子!日jがかかり，水稲作のように他産業に従事しながらでは不可能であること，などであった(山林，
1994a) . 
!笥|場準備j事業による土地基盤の変化がチューリップ球根栽培にとって不利に働いたとともに，労働
力の不足が大きな問題であると考えられる. ~~!:転機，夜二j二 11庄立機，槌f;J機，掘取機，球根水洗機，乾
燥機，選別機，数読機なとごの導入によって，省力化をはかり規模を拡大するf史家もみられるが，チュー
リyプは忌地性があり連作で、きず¥少くともチューリップ球根栽培面積の 2倍の耕地が必要である
平均経営規模 1ha前後の水1では，規模拡大といっても限界があった.
3 )酪農の後退
問各j支の動向もチューリップ球根栽培の:1犬況と類似している.入菩!llJにおける乳牛の飼育は， 1946 
{j三に桐山村に導入された 14頭， 1948年に新屋村に導入された 16頭，および1948・49年に11JLU村の
子牛が|二原村に 5~ 6頭導入されて始まり(入善lHT，1966)，この 3地区が1970年頃には入善1ITの陥
農の中心となった. 1970年代前半には ~HìUJ新地区は|日新屋村Aの断j誌のr:1:J心となり， 1973年8月には，
乳牛頭数は96頭，酪農家は 11戸であった. これは入希;.llIrの全頭数470のうちの20.3%，全自各民家数
46のうちの23.9%を占めた. 1948~年に始まる ~HJ1新地区の酪震は， 1963・64年に飯野地ほとお1んで
第 1次構造改善事業の指定を受けることによって拡大した.これによって21 の乳守:のほかに耕起
用のローターベータ， リアモアー， レーキなどが導入された.その後， mruJ新酪民組合や入手手町酪農
民業協同組合が事業主体となり 浦UJ新地区への機械・施設導入のための事業が次々に行なわれた.
1969年に緊急飼料作物増産対策事業の指定と地方競馬全国協会の補助金により乾燥施設が造られ，
同年経営改善促進事業として桐包機と集草反転機が導入された. 1972年には水稲作転換特別対策事
業としてトラクター，ローターベーダーなどが導入された.その結果， iHJIU新地区の乾燥舎には 3台
のトラクターとその付属部品が格納され，機械類の利用は ~[nLLi新附農組合が中心になって行なわれる
ようになった.このようにj甫LIJ新地区の乳牛頭数および酪農家数は増加し続けたが， 1966年頃から
酪農家の減少傾向が始まった. しかし，乳牛頭数はなお緩'1設ながら増え続けていたことから，各農家
の経営規模が拡大していたことがわかる.
さらに詳細に?H1LJl新地区の酪農家の推移を検討してみよう.第4図に示されているように，第 i次
構造改善事業が行なわれた甚後の 1966 1月には， 17戸の酪農家と育成牛J巴育農家が7戸あった.
後者は構造改善事業で導入された乳牛を酪農家から一時的に預かったものが多かった. 1969年ー から
酪農を中止する農家(⑤)が現われるが，中止の査後の動機はチュー 1)-;;プ球根栽培拡大を意図した
ことであった. 1969年に休止した農家(⑬，⑮)は，酪農の担い手が土建会社ヘトラクターの運転
手として就職したためである.これは黒部川扇状地の間i場整備事業が活発化して，土木工事が増大し
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たことによると考えられる. 1970年以前に l:j=1JIこした酪農家はしだいに規模を縮小して中止に至って
いるが， この後はliJiードまで 3~8 践の rjl規模経営j長家が突IJ;日 11 1 1上するようになった.
i路i誌を放棄した直接の動機は酪農の担い手が農業tJ、外の他産業に従事するか もしくは荷台農の担い
手が高齢化したが，後継者がし 1ないというものが大部分である.他産業の生産性の急速な上昇に対応
して的炭の生産性をi詰めるためには，経営の規模拡大がはかられるべきであるが，裏作に飼料の大部
分を依存していることから飼料栽培拡大には限度があることや購入飼料が高知jなこと，一度に多くの
jヘノドを導入する資金がないことから経営拡大はむずかしかった.また労働条件が過酷で、あり， I可一家
族内で、の他産業従事者と生活のリズムが合わないことのほかに，他産業との労働の競合が最も大きな
問題であった.
4 )農業活動のij{J丘主化
Iml場整1ilH:事業:の始まる直前の 1966 年には~m山新地区の平均経営水i工i面積である約 1 haの耕作には
平均1，98611寺1mの労働が必要であり，これを 4月から 9月までの 6か月間の稲作期間で消化するため
には 113の平均労働H寺問は約111時間となった. しかも農作業がこの期間に均等にあったわけではな
いので，少なくとも 2人の炭業専従者が不 IJ欠で、あった.ちなみに 1967年において60歳以上を除く
農業専従者が2人以上いる農家は， 1き取りによると 64戸を数え irHl新地区の全農家の約65%を
IJ'j めていた.このうち 51 戸までが I~~JJt月の1::1雇もしくは出稼あるいは両方を行なってし，¥た. 51戸
の農家のうち 14戸は陥農やチューリップ球根栽培も行なっていた.このほかに水tiTIflミとチューリッ
プ球校栽培や賠炭を組み合わせる民家は 8戸を数えた.すなわち 1967年当H寺では，水稲作に専念す
るには 1I寺IHjが余り また他産業に'恒常的に従事するには時間が不足するという中途半端な状態に各農
家はあった.また;ミ';IJI統計調査事務所の調査によると， 1972年における富山県平均の農家の家計費
は974.3千ItJであり，当時のdl山新地区における水11 haあたりのオく稲イ乍による平均月?得49万円では
生活できず，水稲作を農家の生産活動の riコ心におきながらも，労働力の余剰，収入の不足という点か
ら十 α音1)IJや決別期出稼 日掘にたよらざるをえなかったといえよう(北陸農政局富山統計調宏事務
j九 1972). 
しかしi胡場柱。m卒業実施後， 1971年の水稲作所要時間は平均で 1haあたり 9111l寺1'J，最低の場合
にはわずか37311寺問となり もはや l人の農業専従者で、も労働時間が余る状態となったことから，農
民は水稲作にとらわれることなく地域内外の他産業に'恒常的に従事することが可能となった.この結
果， 1972 {j三における 60歳代を除く農業専従者2人以上をもっ農家は30戸とわずか 5年1，1]に半減し，
55戸が女性だけの農業専従者のいる農家となった.水稲作以外のJ民業部IJを組み合わせる農家を
1967年と 1974年の場合で比較すると，水稲作+酪農が13戸から 7戸へ，水稲作十チューリップ球根
栽培ー が9戸から 4戸へ，水稲作→酪j長十チューリ yプ球根栽培が3戸へ，水稲作÷その他が4戸から
2戸へと減少し，水稲作+α 経営を行う j実家は29戸から 14戸へと減少している.農業の生産活動種
目が減少し，裏作のチュ-1) ''/プ球根栽培や飼料作物栽培が行なわれなくなって土地利用が粗放化し
たことから，農業部門は単純化したといえる.これらの傾向は次に述べる農外就業の拡大と密接に結
びついている.
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立-3 就業の多様化
1 )農村工業の発達
浦山新地i玄は中心者15市から離れており，農外就業機会が少なかった.また黒部JI扇状地でも最も積
く裏作が困難で， しかも他地区でみられたわら工芸の技術(小摺戸地区のもっこ， 下山地 1:X~
のわらく、、つ，新屋地区のぼんどり(蓑)，青木地区のむしろなど)が発達しなかったことや，黒部JI
扇状地を濯j慨する幹級用水路の取水口がこの地区に集i千iし その改良や修理のために石工ヤ大工など
の土木技術の伝統があったことから 入善Ilfj"のなかでもn¥稼が盛んなところであった. 1950平代後
半から扇:Ik地域への工場の進出が相継し 1だことや，自家用車の普及によって魚津や富山方面への通勤
が可能になったことから，農民の恒常的通勤兼業が増加していった.黒音l)ilTでは 1954年に吉田
(現在のYKK)が黒部駅付近に進出し，その後1958年から生地工場の建設が始まり そのド詰工場が
黒部!I扇状地域にも多く配置されるようになった(大懸， 1973). 1956年に日本鉱業主日市精錬工場，
1957年には北陸製塩が操業を開始した.入善町で、は1960年代に入ってようやく工場が増加し始めた.
それ以前には， 1935年に設立された東洋紡績入善工場を除くと， 1Iヨ入善町市街地における食料品工
場や吉田工業の F請工場 黒部)1沿岸の土石関係工場など いずれも従業員20人以下の小規模なも
のがあったにすぎなかった. しかし 1964年には入善機械工業センターの 8工場が 1965年には自動
車部品鋳造を行なう新和工業が国道八一号線沿いに立地した.新手1]工業は愛知県の愛新精機と
の関連会社で、あり，主として自動車部品の鋳造-加工を行なっている. 1965年に従業員約80名で操
業を開始したが，その後1968年に第 2工場， 1970年に第 3工場を建て， 1974年 8月には従業員552
人となった. 1970年前後からは圏場整備事業後の余剰労働力を求めて，新屋地15<.，小摺戸地1>( 十P!l
UJ地区，舟見地区などに電気製品や衣料品の賃加工を行なう工場の進出がめだった.これらの農村地
域の工場は，周辺の農家の女性労働力を集めるようになった(古島ほか， 1979). 
?m iJl新地区の農外就業状況もこのような工業の発達と，前述の農業の変化によって大きく変った.
国場整備事業が始まった 1967年と，完了後の 1972年の状況を検討してみよう(第 3表). 1967年に
は男性の農外就業者は 112人で、あり，そのうち公務員と会社員は46人，日居者と出稼者は60人であっ
た.前者の78%にあたる 36人が30歳以下で，後者の75%にあたる45人が40歳以上であることから，
在村後継者層は恒常的勤務に従事する反田，経営主層は農業に主力をおき，農閑期を中心にして農外
就業に従事していたことが理解される.友性のj農外就業は少なく，未婚の女性の'恒常的勤務と 40歳
代， 50歳代の土木町雇があったにすぎなかった. 59人の会社員や公務員のうちの32.2%にあたる 19
人の就業先は扇状地域外にあり，入善町内で勤務している者は23人にすぎなかった.女性の最大の
就業先は富山地方鉄道(パス)であった(第 51~). 
1972年には男性の農外就業者は 1967年より 24人多い 136人となった.これは主としてお歳代から
40歳代まで、の会社員の増加によるものである.日雇-出稼者数は総数では変化はないが，より高齢
者が増加した.男性の就業状況には大きな変化はみられなかったが，女性の就業状況は著しく変わり，
農外就業者数は 1967年の約 3倍にあたる 70人になった.土木日雇者の増加はi芭i場整備事業関係への
就業という特殊事情のためと考えられるのでこれを除くと， 20歳代から40歳代までの坦常的勤務者
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第3表 富山県入善IlG?Rl 山新地[2<~における農外就業の変化
男 tt ~ 4自:
j党外就業の続~ll~! 20í~長代 30t長代 40議代 50歳代 60N交代 小計 20歳代 30t長代 40歳代 50t長代 60政代 小計 f:;、三fil12rF ~~，，~" .~"~" ~~"~" .l-JJ二 以 f 以 L
1967 :1ご
会社勤務 16 9 。 。 26 7 2 。 。 10 36 
公務 1M本勤務 9 2 5 3 20 2 。 。 。 3 23 
H Jui 5 13 10 。 29 。 2 2 4 。 8 37 
U_¥ fヰt 3 4 14 8 ? 31 。 。 。 。 32 
その他 2 3 。 。 6 。 。 。 2 8 
ノf~、 30 22 35 22 3 112 10 3 6 21 136 
1972 ile 
会社勤務 ?') 17 7 。 17 8 10 8 。 。 26 73 
公務 IJ体勤務 9 / 3 3一》 23 6 2 2 。 。 10 33 
1] ){j~ 5 5 12 ;) 28 。 7 9 。、 2 26 54 
tl' 高l 6 1 9 4 31 。 。 2 。 。 2 33 
その他 6 。 。 。 7 5 。 。 。 6 13 
{:ご子1、 39 35 27 25 10 136 19 19 21 8 3 70 206 
198311二
会社勤務 18 13 10 / ? 50 ltl 12 7 。 48 98 
公務 |立|体勤務 4 10 5 4 24 3 。 12 36 
1: Jm 。 。 5 3 12 。 2 8 18 30 
f言t 。 。 6 8 5 19 。 。 2 4 23 
その他 7 2 15 。 3 2 。 6 21 
~~ 、 23 30 29 26 12 120 17 25 25 19 2 88 208 
19941r: 
会社勤務 21 16 24 8 3 72 12 9 23 10 55 127 
公務 n1:本勤務 3 ，) 9 6 ? 22 2 2 10 2 。 16 38 
1 i{!i 。 。 4 6 13 23 。 4 10 lt 29 52 
千語t 。 。 。 o 2 ‘〉 。 。 。 。 。 。ど
その他 。 3 ? 4 9 。 2 。 つJ 。 ひ 14 
'n 、 23 18 10 22 2/1 128 14 14 37 25 15 105 233 
20021f 
会社勤務 7 22 16 28 74 6 10 10 21 。 47 121 
公務 !ヨH本勤務 3 2 10 20 フ 5 10 i 19 39 
1] JlIT 。 。 6 7 14 2 4 8 26 38 
4主ミ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
1そiコ、 の他
。 。 3 6 10 。 5 ? 。 / lt1 21 
1 27 18 47 16 119 8 19 21 38 18 104 223 
(入苦IlIj'役場資料と li司きJjkりにより作成)
の増加が注iヨされる.これまで農業の主体的担し王手であった女性が，農業に必要な労働力の減少にと
もなって，農村地域の工場に雇われるようになっていった.農外就業先は扇状地域内外で多様化し，
農家の生活を支えている空間jが拡大したことがわかる(第 5図参照)• 
男性の就業先に関しては 扇状地域外の会社勤務のほか，扇状地域では特に新和工業の拡張によっ
て就業機会が増加した.新手1工業は入善U1Jの強力な誘致のもとに，農村地域の労働力を求めて進出し
たものであった.同工場は 1971年頃まで田植期に 3日間，収穫期に 2臼間などふり換え休日を設定
していたが， 1972年に部分的に週休2日i!J1J(1974年に完全週休2日制実施)を導入してからは，農
繁期に関して特別の配慮をしないようになった.
女性の就業先は男性の場合と比較すると，一般的に集落の近くにある.恒常的勤務~-36 人のうち
約半数の17人が， 1日新屋村や隣接した!日小摺戸村ーで就業機会を得ており，徒歩もしくは自転車やオー
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男性 l人
女性 1人
国道 8号線
!Jl麓線および段fi庄
一北陸本線
l 扇状地外通勤者
'2 j通勤先不IYi
o 2 km 
第 5図 富山県入善 11可浦 UJ事~.地包の住民の農外就業先(恒常的勤務者のみ)
(入善IUT税務諜資料， Ij~j き取りにより作成)
トバイによる通勤者が多かった.東洋紡績入善工場や入善町役場も重要な就業先であったが，黒部市
の吉田工業 (YKK)は1972i手当時従業員が7，000人に近い大企業で、あったにもかわらず，わずか 1人
が勤めているにすぎなかった.
浦山新地区の農家の主婦が最も多く勤めている三和工業は1969年に設立され 当初jは新和工業の
F詰工場として電解コンデンサーを作っていた.その後の不況によって 1971年からは宮城日本電気
の下詰工場となり，クロスバー自動交換機用捲線低抗機を作るようになった.当工場も農村地域の余
剰労働力を求めで進出したものであることから 1974年8月の時点では 123人の従業員のうち工場長
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を含む 3 人の男性を I~~ く女性従業員は，全員農家の主掃であった.工場設立当初は農作業と家事の関
係上，工場での勤務は農閑期の余I!IN利用の内戦的なものであったが，農業の省力化にともなって漸次
出勤率が上昇した. しかし 1973年度の月別平均出勤率をみると， 2・3月は90%台で最高を示した
が， 4 ~ 6月は70%f=i， 9月には60%にまで低 iごした.農繁期の対策としては，従業員から休みの
申請書を取り，これに応じて生産計画を立てるということを行なったが 計画どおりにはいかなかっ
た.また，幼児をもった主婦のために，工場内に保育施設を設げ，労働力の確保をはかったりした.
農家の主婦は他地域で、はより高い賃金を得られる就業機会があったにもかかわらず，近隣の工場に
留まっていたということは，農作業や家事と無関係に恒'M~'IJヲ勤務がで、きる状態にま っていなかっ
たことを示している.それゆえ安い賃金でも通勤に便利で農作業のために休みが取りやすい就業形態、
にI:Jんじていたのである. しかし，不況が続くと解雇される可能性が強く，不安定な就業状態でも
あった.
2 )就業構造の変化
これまで述べてきた生産j百動が組み合わされて皮易ミの生活が維持されていたのであるが，i市UJ新地
区における各農家の生産活動の主IJみ合わせは， I理場整備事業を境いに大きく変化した(第 4表). 
1967年には水稲作とチューリ yプ球根栽培，および酪農を組み合わせるなど 農業のみに依存する
農家が 16戸あり，さらに農業を中心とし j長!羽 ~m に出稼や 13 濯を行なう民A家が37戸もあった.専業農
家とあわせると総民家99戸のうち53戸が，J長業に主力を注いでいたといえる.農業十日雇(もしく
は出稼)十会社員(もしくは公務員)の組み合わせは25戸あるが，これはj長業を主力にし農閑期に
-11寺i'1~ ~こ J支外就業に就く経営主夫掃に恒常的勤務に就いている後継者がいる農家を示している.農
業Aと会社員や公務員を組み合せる農家は，農外収入の比重が大きいと考えられ，このことは経営規模
が小さい民-家が多いことによってもうかがし吠Ilることができる. 1967年にはまだ農業が農家収入の
中で大きな比重を占めており，裏作物や畜産を力uえて収入の拡大をはかるものも多かった.
しかし 1972年になると就業の種類が多くなるとともに，1J芝家で多種類の職種を取り込むようになっ
た.農業のみに依存する農家は l戸であり， しかもこの農家は高齢者世帯であった.良二業十日雇(も
しくは出稼)の農家は23戸に減少し， 97戸の農家のうち73戸までが，恒常的勤務者をもつようになっ
た.恒常的勤務は経営規棋の一大小に関係なく，後継者のみならず経営主夫婦にまでおよんでおり，こ
第4表 富山県入苔IlriliUI新地区における民一家の就業構造の変化
ijt位:戸(%)
就業のおlみ合わせ 1967 {j'. 1972 {je 19831jo 19945f 2002 {jo 
lEZ鈴モ!-:コt寸ζ 16 (15.1) 1 ( 1.0) 5 ( 4.6) 6 ( 5.7) 5 ( 4.7) 
農業中心 農業+11¥{ま(E1 i{l) 37 (34.9) 23 (21. 9) 9 ( 8.3) 6 ( 5.7) 4 ( 3.7) 
53 (50.0) 24 (22.9) 14 (l3.0) 12 (11.3) 9 ( 8.4) 
j長業→ IJ'j稼(1:1i1ff) 会社勤務(公務 団体勤務) 25 (23.6) 33 (31. 4) 24 (22.2) 26 (24.5) 16 (15.0) 
兼業11心
農業+Il'j稼 (1二1JjtD十会社勤務十公務 (1ヨ'計) 。(0 ) 4 ( 3.8) 7 ( 6.5) 6 ( 5.7) 5 ( 4.7) 
農業+会什勤務(公j弘 I~j，:;(.) 21 (19.8) 36 (34.3) 49 (45.4) 40 (37.7) 48 (44.9) 
46 (43.4) 73 (69.5) 80 (74.0) 72 (67.9) 69 (64.4) 
非農家 会社勤務，公務，白骨，その他 7 ( 6.6) 8 ( 7.6) 14 (13.0) 22 (20.8) 29 (27.1) 
f~ 、 106 (100) 105 (100) 108 (100) 106 (100) 107 (100) 
(fil1きlf:z.りにより作J&:J
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れによって農外収入への依存の程度を強めていったのである.
従来は農業に重きがおかれていたため 農業内部での作物や家畜の組み合わせの多様化や農閑期の
臨時的農外就労によって収入を増加させようとするのが一般的傾向であったが，国場整備事業を絞る
ことによって，むしろ農外就業に重きがおかれるようになり，農業の仁1:1でも最も少ない労力しか必要
とせずかっ収益性が比較的i高い水稲作のみを残す傾向が強くなっていった.すなわち，農業部が単純
化されたことによって就業の組み合わせに度外就業が組み込まれ 組み合わせは全体として複雑に
なった.
田-1 農村景観の変化
1 )土地基盤の整備
型 経済の低成長期における農村の動向
浦山新地区では 1971 年に国;場整備事業が完了し，耕地の 30a 区画への拡大，農道の整備と ~)tIIJffi ，用
排水路の分離と改修が実現した.さらに，その後土地基盤の整備に関して， 3つの事業が進められた.
その 1つは，農道の舗装工事であった. !重i場整備事業完了当時は浦山新地区の中央を南北に通る県道
舟見-新)室・入善線を除くと，ほとんどの道路は未舗装であった.一般車車両のみならず，大型農業機
械の通行に不便であったこと，道路の砂利が水田に多く入り，耕作の障害となったことが舗装工事着
手の直接の原因であった.この工事は農林水産省関係の農道舗装事業や農道整備事業として進められ
たほか，非補助事業として新屋土地改良区が単独で実施したものもあった.前者の補助事業の場合は
国から 55%，県から 30%の補助があり，工事完了後のj支道はUD"道として認定された. 1984年3月末
で浦山新地区の全長16，490mの道路のうち 13，043mの工事が完了し， 80%近くの舗装率となった.新
屋土地改良区で、は，補助事業も非補助事業も含めて，全体の地元負担金を全戸数を対象に，戸数百Ijに
30%，耕地面積別に70%の割合で賦課した. 1984年で耕地面積10a当たり， 21，200円のH武謀があっ
た.
もう 1つの事業は，幹線用水路の改修であった.浦山新地区の水田は，主にオPIJ山用水路と入善用水
路によって瀧概されている(田林， 1974). そのうち，梢Ul用水路は 1952年から 1955年にかけて積雪
寒冷地帯農業振興法による I~の補助事業として改修されたもので(富山県， 1972)，空石積みの用水
路の老朽化が進んだうえに， I習場整備事業によって局間の国場の地盤高が変化し，取水が困難になっ
た場所が現われた.そこで， 1977年から 1982年にかけて，県営事業として再改修が行われた.また，
入蓄用水路も!苗場整備事業の!緊に改修された上流部を除いて 1981年から 1986年までの問に，これも
県営事業によって改修が進められた.県営の濯j既排水事業の補助率は，国が50%，県が25%， !HJ舗が
5%で，地元負担は20%であった.さらに，沼田J1 (下山用水路)の改修も団体営事業として 1981
年から始まり， 1991に完成した.
第3の事業は， I珪HI=ドのコンクリート化である.これは，新屋土地改良区が希望者の申し出を受け実
施した非補助事業で，費用はすべて個人負担となる. 100mの畦m*1本の建設費用は平均130万円で，
農業近代化資金の融資を受けることができた. I珪畔のコンクリート化は，毎年多大の労力を要する畦
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lIi:の維持管理がなくなること，また 3株分だけ余分に水稲の植付が可能で，これによる増収が30aで
l 俵 (60kg) とみこまれること，などの理由で普及した.新屋土地改良区管内にはコンクリートイヒ
の対象となる1l[j~lll*が約 1 ， 500本存在すると推定されているが， 1983年3月までに， 340本の工事が完
了した. I日~1'1:のコンクリート化の進行が速い地区は，下LI，島， dlrlJI新，墓ノ木の各地区で，いずれ
も砂質士壊地帝で、ある.上村や 1:=1j平などの地区では，土壌が淳く良質なことから畦畔がくずれにくく，
この工事はほとんど実施されていない.
以上のように，土地基盤の整備については基本的なものはi車場整備事業の際に
を補足するような意味で諸々の事業が進めらた.
2 )土地利用の変化
し，その後それ
農業センサスによると， 1970 年の浦山新地Ix:における稲収穫面積は 101.9haで，全lj)z穫面積の
87.9%を占めていた.飼料イ乍物10.4haと花芥類1.6haが水稲に次いでいた.これは浦山新地区におけ
る水稲作の利目~J部門としての酪農とチューリ y プ球根栽培の存在を示している.このような状況は基
本的には 1980年に至っても大きく変化しなかった. しかし，詳細にみれば1975年には水稲収穫面積
は全体の90.3%であったが， 1978年度から水田利用再編対策が開始され，米の生産抑制jと転作が
(北陸農業試験場農業経営研究室， 1981)強力に行われたため，稲収穫面積率は86%に低下した.水
稲の収穫面積が減少した反面 飼料作物の収穫面積が増加している.チューリップを中心とした花井
類の収穫由積は， 1975年から 1980年にかけて半減してしまった.
1980 年代の土地利用変化は，米の生産調整と強く関連していた.かつてはチューリップ球根やタ
バコ，飼料作物は水稲作の裏作で、あったが，水E!こ!の転作作物として表作になった. 1982年度の浦Li
新地区の転作の実績をみると，転作総雨積は20.46haであり， 1O.57haが麦類であり， 8.04haの飼料作
物と合わせると全体の転作面積の90%を占めた. 1980年代には機械類を米と共通に使用することが
できる麦類の栽培面積が増加した.そして!l!i作地を集団化した場合には，計画加算金を得ることがで
きることから， i íIJ lll 新地区のi/去作地も 6~7 か所にまとめられるようになった.
3 )家屋の変化
!習場整備事業は家屋や屋敷林にも大きな影響を与えたが 198351三3月の現地調査結果によって，
1970 年代後半からの変化を検討してみよう.浦山系~.地区北部の 56戸についてみると(第 6 図)， 1975 
年以降新改築された家庭は 14戸あり，これは全体の 4分の lに相当した. 1964年から 1974年にかけ
て， I盟場整備事業をきっかけに新改築された家屋が26戸であったのと比較すると，数ではほぼ半分
である. 1975年以降の改築は，それ以前に改築されたか，一部改築されていたもののほぼすべてを
対象としたと考えることができょう. 1963年以、前に建てられた家屋は 16戸を数えるが，これらも
1955年以昨に建てられたものがほとんどで，かつての入母屋かや茸き屋根の広間型の間取の伝統的
家屋は全く姿を消してしまった.
1983年 3月の調査では，ごく部分的に宅地を取り囲んでいるものや，十分な高さにまで達してい
ないものも含めて，屋敷林を持つ家屋は56戸のうち20戸を数えた. 1963 {j三には， 57戸のうち32戸に
屋敷林がみられたが 1974年には 19戸に減少してしまった.その後の変化は数の i二からはほとんど
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なかった. しかし， 1974年の屋敷林の分布図と比較すると，ここ 10年間に樹木が成長し，屋敷林ら
しきものができあがった農家も存在することがわかる.
国-2 農業活動の変化
1 )水稲作の変化
1980年の農業生産所得統計によると，入善IHJにおける農業粗生産額に占める米の割合は78.4%で
あり， 1960年の83.8%と比較するとやや低くなっているものの大きな変化はなかった?市山新地区
でも水稲作が最も重要な農業部門であることは同様であり， 1980年の農業センサスによると，米の
販売額第 l位の農家が89戸を数え全農家の95%を占めた.
1960咋代半ばから 1970年代初めにかけての水稲作に関する大きな変化の lつは，回場整備事業を
契機に9::1・小の機械が導入され，新しい稲作作業体系が確立したことであった.この作業体系は，多
分に育苗センターやライスセンター，そして共同トラクターの利用を前提にしたものであった.その
結果，留場整備事業主j、前と比較すると，水稲作所要労働時!?司は大IJ高に減少した. 1971年の新屋地区
における 10a当たり水稲作所要時間は91.1時間であった. 1984年の新屋地区 (1日新屋村)あるいは浦
山新地区における水稲作所要時間に関する具体的数値を得ることはできなかったが，農業改良普及所
での開き取りによると，普通の農家の場合で50~ 60時間，中核農家の;場合40~50時間であった.な
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お，富山県における 1982年の平均は54.8時間であった.新屋地区では1965年頃と比較すると，収
穫・)J託手立・調製作業が， I主!日見 ~t~! コンノ〈インと ï~l:燥機，初出機を m し 1 ることによって， lOa 当り 50~60
Il寺 IINJ~ì 力化された.また， EI槌機の使用によって約301寺1NJ，さらに中型トラクターの普及によって
耕起-代掻が201時間省力イとされ，これだけで1001時間以!この労働時間が短縮されたことになる.そし
て作業の強度も!怪減された.
|市l場経1JiH事業直後は，すでに述べたように，共同施設の利用や，機械の共有が多くみられた.その
後機械や施設の所有および使用の個別化が進む一方，経営規模が小さい農家では，農作業を専業I1'Jな
農家に部分的あるいは全面的に委託する場合がでてきた. 1970年代に20~30馬力の小・ 1:j=1 型トラク
ターや動力出槌機，米麦別乾燥機が著しく増加した. 1980年には動力!切除機とFlゴ植機の台数がそれ
ぞれ92合と 72台になり ，i1山新地区のほぼすべての農家に普及し，J誌mトラクターと自脱型コンパ
イン，米麦JFj乾燥機の台数はそれぞれ52台， 67台， 56台で， 60戸を数える 1ha 以上の経営耕地を持
つ農家にほぼ導入されていたといえる. 1973年には?flr山新機械利用組合が所有する40馬力のトラク
タ-2 i今によって，約85haの水EI3のおj:起が行なわれていたが， 1980年代に入るとこの組合は実質的
に機能しなくなり，大吉1)分の農家が個人的に耕起を行なうようになった.また， 1973 年には育 13~i セ
ンターによって約84haの耕地への苗の供給がなされていたが，その後他人青苗が増加し，経営規模
の小さいj史家によって主に利r司されるのみなったの供給面積は， 1980年代初めには30~ 40haと
若しく減少した.ライス七ンターの利用者も 1984年には1970年代1:=1頃の最盛期の25~ 30 %になっ
てしまった
水稲作の省)J化.il?i1731J化が進むとともに 単位而積当りの収量や米の質は向上した. 10a当りの米
の収量については， 1970年頃にはiflj山新地区で500kgT]iT後で、あったものが， 1980年頃には550kgになっ
た. 1出i場整備卒業による土地基盤の改善，育mや水管理n技術の進歩，晩期追肥の普及などが，水稲生
産力向上の主な原因であった.また，品種については， 1970年にはホウネンワセが浦山新地底の全
水稲作付面積の 50~60% を占め 面積でこれに次ぐlH種であった越路早生の作付率は15%程度であっ
た.その後，食味と品質が優れた越路早生の作付率が増加し， 1973年に40%，1975年には57%余り
となった.さらに 栽培安定性に欠けるが食味・品質の面では極めて優れたコシヒカリが米の生産調
整の強化とともに増加し始め， 1972年の作付率は10%余りにすぎなかったものが， 1975年には25%
に達した.さらに 1981:q三の開き取りによると 浦LIJ新地区の水稲の約60%がコシヒカリであり，
35%が越路平生になった. 1等米比率も?FI1UJ来li-地区では， 1980年代前半には93~ 96 %に達した.黒
部JI扇状地の1:=1では浦UJ新地区が特に i等米率が高いわけではない.
水稲作に関して極めて大きな影響を与えているのが 1970 年以来の米の生産調整である.すでに
述べたように，水1.1利用再編対策の実施によって!j!i作が義務づけられ?市LlJ新地区でも 1982:1三には
20.5ha， 1983年には18.4haの転作が行われた.浦山新地!玄においては，団地加算金が得られるために，
生産組合(集落)が集団で計閥的にJ!!id乍を進めるようになった. 1983年の入善町の場合， lOa当たり
の転作奨励金の額は以下のとおりであった.基本額は特定作物(大豆，飼料作物，そば，麦)で
55，000I:lJ，一般作物で35，000円(ただし野菜以外の一般作物，球根，タバコ切花，薬用作物，大豆Jj、
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外の豆は40，000円)，永年作物の場合は55，000円であった.また，生産組合などが単位になって転作
市積の 2分の i以上が特定の地縁的なまとまりをもっ団地をつくると，計画加算金が特定作物と永年
作物で7，200円，一般作物で5，500ITJ ;JIlわった.また，個々の転作i習場が規定の範囲で、連続していると，
白地加算金が特定作物と永年作物に 10，000円，一般作物に7，500円上のせされた.さらに，地域振興
加算(入善IHTの場合は球根)5，000円，県と IHJが地縁団地に9，000円，団地内で2毛作の場合，土地高
度利用促進奨励補助金が県から 5，000円， I!汀から 1，000I弓，大豆振興奨励金がIUJーから 2，000ITJ，さらに
j也域特産物生産振興奨励補助金(県が指定したスイカ，イチゴ，切花，薬FI'J作物のサフラン)が
5，000円，地域振興作物奨励補助金 (llTが指定した団地内の球根)が5，000円加わった.第 7@は1983
4三の転作の状況を示したものである. 18.4ha転作面積のうち43%が飼料作物， 38%が大麦の栽培地
であり， 5%の耕:地では球根が栽培されていた.残りではタバコや大豆，野菜が栽培された.転作困
場としては， 2 ~ 3 ha程度にまとまったものが7か所に設けられていた.
浦山新地区で、は，酪農が盛んなことから転作が比較的容易であること，個人単位では転作がI難な
場合が多いこと，集団化すると転作奨励金が多く得られることから， 1978年から計flis守集団転作が
始まった!伝作田の提供者には， 1983年の例によると， 10a当たり 108，000円を補償することになっ
ており，さらに牧草を転作mで栽培する農民家には10a当たり 5.000Fl=]を生産組合から支払うことになっ
ていた.入善町を通して交付される転作奨励金は 10a当たり平均76，000円余りであるため，支出との
差額は各農家から徴収された.iH 1勾新地区には行政の末端組織として機能する班が8つあるが，それ
を2班ず、つ合わせて生産調整のための 4つの班組合をつくっている.これらは，第 71玄iに示したよう
に， ド流部から l班組合， 2班組合と呼ばれている. 4つの班組合でおおよその団地をつくり，その
後集落全体で調整することになっている.集団化計画の実務は，浦山新生産組合(実質的に集落と一
体化している)の副組合長が行なっている.
ところで，浦UJ新地区は古くから種籾の産地として知られていたが， 1980年代になってこの採種
事業を充実しようとする動きがおきた.入善町農業協同組合が事業主体となって 屈と県から 63%
の補助を受け， 1983年に新屋地区のライスセンターを改造して，種子乾燥施設 l台，保存庫 1台，
種子選別施設一式，種子専用刈取機11台が導入された.浦1新地区では1983年3月の聞き取りによ
ると， 10戸の農家が11~ 12haの種籾生産を行っていた.収量の増加，品質の向上，労働時間の短縮
など水稲作の合理化は， 1970年代半ば以降も進んだが，種籾生産などの新しい動きがあるにしても，
生産調整政策が強イとされるにつれて農家経済に占める米の地位はますます低くなっていった.しかし，
浦UJ新地区の94戸の農家は多かれ少なかれ自ら水稲作を続けている場合が多く，他地区のように借
地によって水稲作の経営規模を拡大し自立農業経営を目ざす農家は，この地区では 1980年代にはみ
られなかった.
2 )チューリップ球根栽培の後退
チューリップ球根栽培後退の傾向は続いた.浦山新地区における 1971年の 9戸の栽培農家は，
1978年には 2戸になってしまった(第4図参照). 1975年と 1977年に栽培を中止した農家の直接の動
機は，チューリップ球根栽培の主な担い手が農外就業に就くようになったか，病気で農作業が困難に
牧草
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第7図 富山県入善町?rJl山新地!茎における転作日1の利用と!l!I-作組織(1983年)
(聞き1)(りと野外観察により作成)
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なったが後継者がし=ないというものであった.出稼を中止し新たに栽培を始めた農家があるので，
1980年には 3戸の農家がチユーリァフ。球根栽培を行っていた.その中でチューリ yプ球根栽培を継
続していく意向を強く持っていたのはわずかに 1戸であった.
チュー 1)"Jプ球根栽培後退の主な原国はすでに述べた通りであるが，他方では，米の生産調整に伴
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う]1到乍の際に富山県ーでは球根を地域振興作物と指定しており，特定作物なみにlI!:d乍奨励金が交付され
るために，他人の転作田を容易に球根栽培に利用できるようになり，規模拡大が容易になった.この
ようにチューリップ球根栽培は，以前のように水稲作との組み合わされる刷業部l!ljとしての存在1il他
は低下し， I~l 立農業経営の中心として栽培が継続されるようになった(写真 5 ) . 
第41翠の農家番号⑬は浦山新地区におけるチューリップ球根栽培を事l!として自立農業経営を行って
いる唯一の例である. 1983 年 3 月の I~J き取りによると，この農家の所有地 50a と借地 50a をあわせ
て100aのチューリップ球根栽培を行っていた.その他に， 150aの水稲を栽培していたが，これはす
べて種籾生産のためのものであった.この当時48歳の経営主と71歳の父， 68歳の母の3人が農業労働
力であった.
この農家における球根栽培は 9月下旬から 10月末までの植え付けから始まった. トラクターで
2lfi]耕起した後施肥を行い，球根を植え込んだ，さらに土寄機で、覆土，畝立てを行なった.このl抗
日人の臨時労働者を雇用した.植え付けは， 3.3m2当たりに150~ 60球を密摘した.その後主に水管
理が続けられ， 11月中旬には除草剤を散布した.さらに12月10日頃に追肥を施し，畝と畝との間の
溝をさらえた. 3月11日頃には，積雪が多い年には，副!雪の!l寺期を早めるために，灰もしくは士!日の
土を散布した.融雪後， 3月下旬から 4月下旬まで病株の抜き取りを繰り返した.そして 4月下旬か
ら5月上旬にかけて花弁のつみ取りをした.この作業は 病気の予防と球根の肥大という 2つの目的
をもっていた.さらに 5月iヤに 41司の防除を行い， 6)~ 10日頃から 6月下旬まで晴天の日に掘りli(
り，水洗い，乾燥をした. 1980年代初めには掘り取り作業も機械化されたため， 4 ~ 5人の臨時労
働者を雇用する程度ですむようになった.
乾燥させた球根は，根を取り除き，選別し棚掛乾燥を行なった.さらにサイズ分けして， 7 )=j14 
日頃から 7月末まで出荷した.その際，富山県花井球根農業協同組合の指示に従って， 250球ずつ袋
づめした.この農家では10a当たり 27，000~ 30，000球出荷したが，黒部川扇状地の平均である20，000
写真5 黒部川扇状地のチューリップ球根栽培 (2000年5月)
(鬼原六義氏提供)
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~ 22，000 球と比較するとかなり1文量は高かった. 1行き1)[.りによると， 10a当たり 40~ 60 万円の粗収
入があった.チューリップの収穫後は30aにモチ米を作付し，残り 70aには牧草と大豆を播種し，牧
は緑n巴としてすき込んだ.この農家では球根栽培のために，作業場，乾燥機，槻掛，コンテナ，選
別機，サイズ分け機， トラクター， tJITlり1文り機，士機なと"f}財jま-施設を装備していた.そして，今
後とも経営規筏を拡大する予定をもっていた.
3) d告j支のfJi)Jrlj 
~rn LLi新地区では1966年には17戸の儲農家と育成牛肥育農家が7戸あったが その後チューリップ
球根栽培と類似の傾向をたどり， 1974年には酪農家は 7戸に減少した. しかし， 1975年以降1983
に至るまで， 1戸が酪農を1二I_jJ二しただけで6戸の酪農家が存続した(第4[~I 参!~~~). 1982年に酪農を
中止したj史家の直接の原因は，酪f誌の担い手は高齢化したが，後継者がしミなかったということであっ
た.チューリ yフ。球根栽培の後退に比較すると 1980年代に入って酪農経営は相対的に安定してい
た.その当時まで存続していた酪農家は搾乳牛を 5~ 14頭もち，主に水稲作との複合経営を行って
いた.
j~各民安定の背景としては まず 1978年以降転作1を牧草栽培地として利用できるようになった
ことがあげられる.酪農家は1983年には，無料で1示作E13に牧草を栽培することができたうえ， 10aに
つき 5，000円を手数料として浦L!新生産組合から得ていた. ?HrUJ新酪農組合(6戸の酪農家で組織し
ている)は，一括して浦LJ新生産組合(集落)から転作!日での牧草栽培の委託を受けた.この外に，
個人的に隣接集落の転作EIにおいて牧草栽培を行っている農家もいた.これを合わせると，約30ha
の牧草栽培地が{確保されていた.主な牧草はイタリアンライグラスとデントコーンであった.この他
に1羽生後水1に放棄される稲ワラを集め，飼料として利用していた(田林， 1983). この場合，稲ワ
ラの代償として牛の糞尿でつくった堆肥が散布された.それでも粗飼料は不足がちであった.この地
区では，購入濃厚飼料を含めて必要全飼料の約50%を自給していた.もう lつの試みは， 1975年頃
から入普!l可陥農農業協同組合内で，乳牛の資質研究会がつくられ，種つけや飼養管理について検討が
行われるとともに，優良牛の貸付制度ができたことである.この制度はまず、入善町役場の補助を受け，
l頭100万円ほどの血統の優れた子牛を 2頭購入し，それを他人に貸し付け，それが最初の子牛を生
むと，子牛代金として50万円を組合に支払い，親牛を返却する.その50万円を資金にさらに優良牛
を増やしていくのである. 1983年3月には優良牛の頭数が18になった. 1975年頃には 1頭平均年間
搾乳量が5，200kg程度で、あったものが， 1982年には6，300kgとなり，専業農家の場合には7，000kg以上
の搾乳量をあげ、るものもでてきた.
ここで，浦IlJ新地区の酪農経営の実態を第4図の農家番号⑫の事例でみることにしよう.この農家
の世帯主 (1983年の年齢で68歳)は酪農に専念し，農業協同組合職員の長男 (40歳)とその妻 (35
歳)は，水稲作に従事していた. I正帝主は毎朝 611寺から 711寺 30分にかけて糞尿を堆)j~舎に運び出し，
搾字しをし，給餌を行い，畜舎を清掃した.搾乳はパケット式の搾乳機を用い， 300 eのバルククーラー
に貯蔵した.入善町酪農農業協同組合のタンクローリーが， 2日毎に集乳に来た.世;帯主は日仁1::1牧草
栽培に専念し，午後61寺30分から 7!l寺30分まで朝とi司椋の作業を繰り返した.
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このj実家の年I7J1の作業!替の概要はtj、下の通りであった.まず， 3月下旬に雪が消え箇場でトラクター
が使用できるようになると，牧草に施肥をした. 4月上旬には稲の育苗を始め， 4月中旬に第2回目
の牧草への施肥を行った. 4月i字句から下旬にかけて 水田の耕起と代かき，均平が行なわれ，次い
で除草剤と肥料が投入された. I王i植は 4月29日から 5月5日までの連休の期間になされた. 5 月仁!~
句にはイタリアンライグラスの 1IIil I3 のメリり取り，デントコーンの;番干重とそのための ~9j:起と施 )jι
スーダングラスの;需桓iとおれ=た. 6月中旬にはイタリアンライグラスの第 21司自の刈り 1';(りカf行な
われた. 8月下旬から 9月上旬にかけて越路平生を刈り取り， 9月20日頃にはコシヒカリのメiJり 1文
りが始まる.越路早生とコシヒカリの作付比率は， 3 : 7であった. 9月中旬にはデントコーンを刈
り取り，さらに 9月上旬から 10月 i二匂にかけて，水iJJで稲ワラの集積を行い，堆H巴を散布した.堆
)j巴散布のl時期は 10月から 11月にかけてで，マニュアスプレッダーが用いられた.おおよそ 10aの水
田に 3tの堆肥を散布するのを自やすとしていた.そして， 10月ヒ匂には翌年の転作予定出に，イタ
リアンライグラスを;番種した.
なお，牛乳の生産過剰の状況下で，入善IHJ酪農農業協同組合で、は，割当iljJ支を採用していた.毎年
の割当量は，生産計画，過去 5年間の実績，出資金の割合，さらに経営者の将来性を考慮して決定さ
れた.浦山新地区の 6戸の酪農家はifH山新陥農組合という任意組織を通じて，あるいは個人的に相互
扶助を行っていた.経営主の病気や急用の場合 個人的にヘルパーとなる例もみられた.浦山新地区
では米の生産調整に助けられて，酪農経営は比較的順調なようであった.そして，酪j誌の場合もかつ
てのように水稲作の補助部門という性格から i干1心経営部門へ変化した.
4 )農業経営の構造
問場整備事業が終了した1971年には，水稲作に必要な労働時間が大IJfiに減少し，農民はそれ以前
のように水稲作にとらわれることなく，地域内外の他産業に恒常的に従事することができるようになっ
た.この結果， 1983年3月の開き取りによると，浦山新地区の農業専従者は男性が21人，女性が22
人で，合計43人となってしまった.その年齢構成をみると， 60歳が47%， 50 歳代が30%， 70 歳代
がは%を15めており， 50歳代の大部分が女性であった.40歳代以下の農業専従者は4人にすぎなかっ
た.農業専従者をもたない農家が全体の76%に当たる 71戸におよんだ.水稲作とそれ以外の経営音1)
1ヨ1]を組み合わせる農家を 1974年と 1983年で比較すると，水稲作十酪農が7戸から 6戸へ，水稲作+
チューリップ球根栽培が4戸から 3戸へ，水稲作+問者農+チューリップ球根栽培が3戸から O戸へ，
そして水稲作十その他が4戸から 1戸へ減少してしまった.米の生産調整の強化にともない大麦や大
豆の栽培が奨励されたが，販売収入を得るほどには至っていない. 1970年代前半までにみられた農
業の単純化は一層強まったといってよい. しかし，数は少いが，酪農(2戸)やチューリップ球根栽
培(1戸)，そじてタバコ栽培(1戸)を中心として自立農業経営がみられるようになったことが新
しい傾向であった.
国一 3 農外就業と農家の就業構造
1 )炭外就業機会の増加l
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すでに述べたように 1960年代後半から 1970年代初めにかけて，月汗1)川扇状地には電子部121や衣料
品の賃加工， 1=動車部品の鋳造などの工場が多く立地した.それらは tj、前からあった黒部市の吉m
(YKK)や日本鉱業三日市精鋭工場，東洋紡績入善工場とともに，多くの農村の余剰労働力を
吸収していった. 1970年代半ば以降も，その数は以前と比較すると少なかったがそれでも入善IHTの
範留に限っても，日本電気 (1973年進出，従業員744)¥)，入善工業 (1974年， 61ノ¥)，三協精機
(1974年， 22ノリ， トーヨ一被服富山工場(1976年， 94ノ¥)，新徳興業(1976年， 22人)，三日市縫製
(1976年， 48人)なと"rl::T小の工場が進出した.黒部市でも電子部品組み立てやファスナ一部171，
スポーツウエア縫製などを行なう小工j揚が設立された.
第3表によると， 1983年には男性の農外就業者は1972年より 16人減少して 120人になった.会社
員や公務・団体職員の数には大きな変化はなかったが，日産者と出稼者が半減してしまった.これは
黒部川扇状地におけるi習場整備卒業が完了し，土木事業への日雇者の数が減少したこと，日本の経済
の低迷により出稼の機会も少くなったためと考えられる.また恒1~'13守勤務者は， 20歳代から 50歳代
までの年齢層にまんべんなく存在するのに対して，日濯やw稼は40歳代以上の者に限られるように
なった.女性の場合は農外就業者の数が1972年よりも 18人増加した.これは主として扇状地内の会
社への就業者が増加したためである.日)在者は40歳代と 50歳代に集rj::Tしている.全体としては，
1972 i' jミから 1983 年にかけて民外就業者数は大きく変化しなかったが，土木 iヨ濯や出稼から恒常 IJ~勤
務に，さらに比重が移っていったことがわかる.また， rその他」が1983年には1972年の 2倍近くに
なっているが，これは主として大工や左官，工務応や商自の経営などの自営業が増加したためである.
1983年における'恒常的勤務者の就業先をみると(第 5図参!開)，まず，扇状地外への就業者数が減少
したことがわかる.さらに入善市街地およびその周辺に男性の就業先が集中するようになった.女性
の就業先は，相変らず集落の近辺に多いが，それでも，黒部市街地や飯野地区なとJへ広がっていった.
また浦山新地区内に新川広域間の養護施設であるむつみ霞が設立され，そこが重要な就業先となった.
かつて浦IU新地区の農家の主婦が多く勤務していた三和工業は， 1977年に経営者が変わり，富山Hi3
栄株式会社となった. 1983 iF-でも 7人がここへ勤めていた.
2 )就業構造の変化
これまで述べてきた農業経営部F'Jと農外就業が組み合わされて農家の生活が維持されているわけで
あるが， (市山新地区における 1983年におけるそれぞれの農家の就業構造を，第4表に悲づいて検討
してみよう.農業専業農家は1972年の 1戸から 5戸に増加した.この 5戸は，際農を主体にし水稲
作を組み合わせるもの 2戸，タバコ栽培を主体にし水稲作を組み合わせるもの 1戸，残り 2戸は水稲
作のみを行う高齢者世;市;である. 1970年代の自立農業経営育成の政策の J出が反映しているように
忠われる.また，すでに述べたように，日雇や出稼の機会が少くなったことが，専業農家の増加の原
!ま!とも考えられる.兼業中心の就業病造をもっ農家は， 1972年よりも 7戸増えて80戸となり，全体
の74%を占めるようになった.なかでも，農業と恒常的勤務を組み合わせる農家が49戸となり，こ
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れは全体の45.4%にあたった.他方，非農家は 1972年の 8J=Iが14戸に増加しており，一方では脱炭
化が進んだことも示している.
w 経済の不況期における農村の変容
町一 1 農業経営と就業構造の変化
1 )農業経営の変化と農業労働力の高齢化
黒部JI扇状地おいては 1980年以降も，最も重要な経営部門は水稲作であった.水稲作の省力化は
その後も続き， 10a当たりの労働時間は 1990年代には301時間以 Fに減少してしまった，水稲作所要
時間が減少したために，世帯主もその妻も農外就業に就くようになり，農作業は朝晩や:ト1程・日曜日
に行われるようになった.他方では，機械や農薬，化学肥料，除草剤などへの支出が増加し，このこ
とが農民の兼業化を一層助長した.当初は育苗や乾燥-調製などの作業は共同で行われたが， しだい
にそれぞれの農民が機械や施設を導入するようになり，農作業は個別化していった.また，小規模な
農民は農作業を規模の大きな農家に委託するようになっていった.生産性も大きく向上した. 1960 
には 10a当たりの米の収量が430kgであったものが， 1995年には550kgとなった. しかも，量より
も質が向われるようになっていった.
水稲作の変化は，チューリップ球根栽培と酪農の衰退をもたらした. 1980年までチュー 1)"Jプ球
根栽培を継続した農家は，わずかに 3戸にすぎなかった.さらに 1992年以降はわず、か 1戸の農家が
チューリップ球根を栽培しており，これは 1990年代後半に至っても 1ha余りのチューリ yプ球根栽
培を継続しており，借地も含めて 4haほとごの水稲作と 6haほどの作業受託を行う自立農業経営を行
なうようになった.酪農経営はすでに述べたように 1975年以降一時的に安定し， 6戸の酪農家が規
模を拡大しながら 1980年代中頃まで存続した.その後経営者の高齢化と後継者不足によって， 1990 
年代になっても酪農を継続する農家はわずか2戸になった.さらに，乳1ilの低迷と購入飼料の高騰に
よって， 1998年には l戸が，そして 1999年にはもう 1戸が乳牛の飼養を中止し， iil~ 山新地区の酪農
は消j成してしまった.
第 8区iは2002年6月の浦山新地区の土地利用図を示している.米の生産調整により，まとまって
大豆や牧草，緑肥用のオート麦が栽培されている(写真 6).2001年から浦山新地区では新たな転作
!3の集団化をはかることになった.それは，集落の 109.1haの水田を 1つがおよそ 4haになるように
26の団地に分け，それぞれに lから 26までの番号をつけた.そして， 2001年には 1，2，9，11，
15， 17， 25の7団地と後述するあらせの営農組合が借地しているビニールハウスの敷地を合わせて
33.8haを転作した.2002年には 5，10， 13， 16， 18， 22， 24の7団地とビニールハウスの敷地で
33.77ha， 2003年には残りの32.9haで転作する予定である.
入善町農政課によると， 2001年の浦UJ新地区の水田の転作面積は33.0haであり，全耕地面積の
30.2%であった.転作面積の 70.9% に当たる 23.4ha がエン麦，大豆が6.7ha で 20.2% ，残りは緑Jl~作
物のグロタラリアやナス，カボチャなどであった.2002年の土地利用では，大豆がエン麦よりも多
くなっている.地区の南部から西部にかけては大豆が多く，北部から東部ではエン麦が多い.また，
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水稲のうち半分近くが種籾用である 7 ) .入:詰FIHJ農業協同組合によると 1998年には入善町全体
で103haの種籾が栽培されたが 浦1新地区では32戸が46.7haを栽培ーした.開き取りによると浦1新
地区では黒部)1の谷口から吹き出す風によって，水稲に露がおりないために，良質米が生産で、き，こ
れが種籾産地の基本的条件となっている.種籾は一般の米よりも 2割ほど高く販売でき， 1il格も安定
している.反田，除草剤や農薬を通常米よりも多く撒布する必要があり，また， iru伏させないように
しながら一十分に熟させなければならないので，多くの経費と労力がかかる.乾燥の際も温度を低めに
設定しなければならない. しかし， ?rlJ1新地区のj農家の多くは，種籾生産がで、きることは，良質米の
産地を意味するということで これに誇りをもっている.
{f~t 山新地区でも非農業的施設がふえつつある.スーパー農道ぞいには，新川広域閣の養護施設であ
るむつみ闘が敷地を拡大し さらにコンビニエンスストアや自動車の修理工場が立地するようになっ
写真6 富山県入善町浦山新地区の転作大豆栽培 (2002年 7月)
写真7 富山県入善町浦iJJ新地区の種籾栽培 (2002年 7月)
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た(写真 8). 
第 91玄iは農業センサスにより浦山新地区における農家人口と農業就業人口，そして基幹的農業従事
者の変化を示したものである. 1970年の浦山新地区における農家人仁iは447で そのうちの51.2%が
男性で、あり，女性よりもわずかに多かった. 15歳から29政までが全体の24.8%， 30Ji長から59歳まで
が41.2%，そして60歳以上が12.8%であった.農業就業人口は168で 農家人口の37.6%であった.
久:tの農業就業者は106人で，男性の炭企業就業者の1.7倍であった.年齢別には60歳以上ー が25.6%を
， ~í めたが，それでも 50歳代が26.8%， 40歳代が20.8%， 30 歳代は11.9%いた.農業就業人口の
73.8%が基幹的農業従事者で、あった.基幹的農業従事者の場合も，女性は男性の約1.7倍であった.
1980年， 1990年そして1995:i'j三と農家人口はそれぞれ433と406，390と徐々に減少し， 20 歳代より
若い年齢層が少なくなり，その分高齢化が進んだ.すなわち， 65歳以、上の農家人仁!の割合は， 1980 
年と 1990年そして1995年にはそれぞれ12.2%， 20.7 %， 25.4 %となった. しかし，農業就業人口の
高齢化はさらに大きく進行し， 65歳以上の割合が， 1980年と 1990年， 1995年にはそれぞれ34.0%と
57.2 %， 61.5 %となった.2000 年の数値は販売農家の数値しか公表されていないが，それでも全農業
就業者ーに占める65歳以上の就業者の割合は， 57.3 %という高率である.農業はまさに高齢者によっ
て支えられているという状況になった.なお 浦山新地区では1970年以来た性農業就業人口は男性
農業就業人口のおおよそ1.7倍で大きく変化しておらず， --1~ー して女性依存の傾向が続いている.
2000年の販売良家の数値でも，女性農業就業人仁iは男性のそれの1.6倍である.また，基幹的農業従
は1980年以降J数減した.
第5表は1994年と 2002:i'j-=の開き取りに基づく浦UJ新地区のすべての農業従事者の性別・年齢別就
業状況を示したものである. 1994年には全体で167人の農業従事者がおり，そのうち女性が91人で
54.5 %を占め，男性よりわずかに多い. しかし，農業専業者をみると女性は44人を数え，全体の
62.9%となる.全体として高齢農業者が多く， 60歳代が52人， 70歳代が41人となり，合わせると全
写真8 富 UJ県入善UIT~甫 UJ新地毘のスーパー農道沿いの自動車修理工場 (2002 年 7 月)
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農業従事者の55.7%という高い割合になった.農業専従者が全体の41.9%を占め，一見その割合が高
いようにみえるが，これは高齢者が多いからである. 20歳代の農業従事者は l人， 30歳代は 7人で
ある.農業との兼業は日雇労務やパートタイム労務が最も多く，これに会社員が次いでいる.出稼者
は2人，自営業者を中心としたそのイ也は 7人と少ない.
2002年になると農業従事者は全体で10人減少した.男性の70歳代と女性の60歳代の農業従事者が
減少したためであった.これは1990年代後半に農地を所有しながら農業を中止する世帯が増加した
ためである.農業従事者全体としては女性がわずかに多く，全体の60.8%を占めている. 50歳代の
男女の農業従事者が増加したことによって，やや農業労働力の高齢化が緩和されたようにみえるが，
これは lつは不況が続いて農外就業先の倒産などが影響しているためである.
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第5表 富山県入善!I!Tini山新地区における民業従事者の兼業状況
りJ tl 女 '1ゾ1:
J廷外就業の椛知 20政イ~ 30政1t10政代 50[&代 60政代 70段1~ 小古| 20政代 30N&.1t40ti交代 50t長代 60政代 70N&.1t小百! 合計
以卜 tJ、 l~ 以下 以トー
199'11jo 
なし(農業専従) 。 6 17 26 3 3 19 17 41 70 
会社勤務 o 5 5 3 。H o 。 8 8 。。16 30 
うとJ先 刊行十:b'ijJ務 () 3 4 10 。 ? 。。 4 14 
H Hi' 。。 4 4 7 3 18 。。 2 10 12 2 26 .1 
lH 修f 。。。 o つ 。 2 。。。。。。。 2 
その他 。。 2 2 6 。。。 。。 7 
{-'i 。 3 J.1 16 21 22 76 4 15 21 31 19 91 167 
200211'. 
なし(J支業Wfi(J 。。 2 12 12 27 。 2 5 4 8 22 41 68 
会 I勤務 。。 4 15 。20 。。 2 ];j 。。16 36 
公務 IJ体勤務 。 9 。 12 。。 5 。 7 19 
1 ){j~ o 。。 5 J 戸 1 。。。 3 8 12 23 。。。。。。。。。。。。。。。
その他 。。。 2 3 2 7 。。。。 2 2 4 1 
ノ!どJ、 。 6 33 21 16 77 。 2 8 26 19 25 80 157 
(1mきJllZりにより{判定)
2) J長外就業の定~~と就業構造の変化
1990年代になると全体としては，ますます農外就業依存の傾向が強まった. 1994年の開き取りに
より j史家の就業の組み合わせをみると，農業中心農家は 12戸と 1983年より 2戸減少したが，農業専
業者は i戸増加した.高齢者専業の他に比較的若い農民が水稲作の受託などによって規模を拡大しよ
うとする例も出現してきた. 1990年代以降の新しい傾向としては，兼業中心農家が減少し，非農家
が増加し始めたことであった. 1983年には 108戸の総戸数のうち80戸が兼業中心農家， 14戸が非農
家であったものが 1994年には総戸数が106戸のうち兼業中心農家が72戸となり，非農家は22戸に
なった.さらに2002年には総戸数が107戸のうち農業中心農家は 9戸，兼業中心農家が69戸になり，
非農家が29戸にまで増加した(第4表参買わ.農業センサスにおいても，農家の定義が変わったこと
もあるが， 1990 年代になって農家数が著しく減少した(第 1表参照).この減少分は，いずれも元農
家であり，現在でも農地を所有しているが，農作業を全部的に他の農家や営農組合に委託するように
なったものである. '1宣常的勤務が定着し，農作業に従事する時間も意欲もなくなったいわゆる「土地
持ち非農家jが増加している(出林， 1999).他方では， 2002年の 5戸の農業専業農家のうち 4戸は
作業受託も含めて 5ha 以上の経営規伎の水稲作を行なう農家であり，これらが今後とも経営規模を
拡大していく余地は一大きい.
関根(1998)が指摘しているように， 1970年代に兼業を開始した世代が，機械を活用することに
よって，ここ 30年近く農業を維持してきたが，彼らが引退する時期がやってきたのである.また，
恒常的勤務を行ないながら農作業を続けるには一連の農業機械の更新が不可欠であるが，現在ではそ
れらが高知であり，減価償却を考えるととても採算がとれないという理由もある.それでも，恒常的
勤務を定年退職し，再び農業に復帰する人々も存在する.農業七ンサスの農業就業人口によると，
1995年では96人の農業就業者のうち， 61.5 %にあたる 59人が65歳以上の高齢者となっている.2000 
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年の農業センサスに示された販売農家に関する他で、も， 89人の農業就業者のうち 51人までが65歳以
上で、あった.特に男性は67.6%が高齢者であった(第 6表)• 
2000年の農業七ンサスによると浦UJ新地区の76戸の販売農家のうち 67.1%に当たる 51戸が何らか
の形で水稲作業を他の農家や組織に請け負わせており，その割合は入善町全体よりもやや高い.請け
負わせている内容としては 育前が最も多く，収穫と乾燥-調裂がそれに続いている.これを反映し
て，動力耕転機もしくは皮j羽トラクターはほとんどの炭家が所有しているが，田植機になると 7割程
度，コンパインになると 6割程度の所有率となり，残りは作業を委託することになる(第 7衣/・
3 )事例農家における就業構造の変化
i韻j坊主主li1H事業を絞ることにようて，農業活動の単純化と農外就業活動の活発化がおこったことは，
i1UJ新地医のみならず黒部川扇状地における農家の経済活動変化の一般的傾向と考えられる.また裏
作の減少による土地利用の組放化，家屋の新改築ブームは，経済活動の変化と密接に結びついている
といえよう.このような変化の一般的傾向を示す例としてA農家(第 2図，第 3図のA農家と一致す
る)を取りあげた.
第6表 富山県入善IHT?rilLLi新地区における農業就業人口の推移
年 農業就業人口 男 (65段以上) 女 (65段以上)
1970 168 62 (14) 106 (20) 
1975 125 40 (10) 85 (19) 
1980 97 36 (14) 61 (19) 
1985 93 35 (25) 58 (19) 
1990 96 33 (27) 63 (28) 
1995 96 35 (25) 61 (34) 
2000 89 34 (23) 55 (28) 
2000年の農業就業人口は販売農家のもので，それ以前は総農家のもの.
(jミ業センサスにより作成)
第 7表 富山県入善1I汀浦山新地区における農業機械と水稲作作業委託 (2000ij:e)
a) 水稲作作業を請負わせた農家数 戸数(全販売農家にrJ:iめる割合. %) 
地域 販i 売./w 請PfJ負わせ子- 全作業
農家数 実農家数
育在[ 弱j:起・代かき 田植 I;)jl徐 稲メIJ.)J見穀 乾燥・訪iMt~
?rJ LL!新地区
76 51 。 48 9 13 。 25 25 
(67.1) (0) (63.2) (11.8) (17.1) (0) (32.9) (32.9) 
入菩lIfj'
2，334 1，455 56 1，218 483 359 130 578 597 
(62.3) (2.4) (52.2) (20.7) (15.4) (5.6) (24.8) (25.6) 
b) 農業機械所有台数 台数(100戸当たり普及台数)
地域
販売 動力説j:転機・農用トラクター 動力 i週中創設 自Jl見型 米麦JlJ
農家数歩行型 5PS未満 15 ~ 30 30PS以上 合計 l坊除機 コンノてイ 乾燥機
浦1新j也区
76 2 5 41 26 74 61 53 46 63 
(2.6) (6.6) (53.9) (34.2) (97.4) (80.3) (69.7) (60.5) (82.9) 
入善!Hr 2，334 130 110 1，131 703 2，074 2，152 1，790 1，651 1，704 
(5.6) (4.7) (48.5) (30.2) (88.9) (92.2) (76.2) (70.7) (73.0) 
(農業センサスにより作成)
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if:1rlLI新地区の:1と部，十jl'J山用水路のそばに位置するA良家は， I習場整備事業には 130aの水田を耕
作し，裏付iとしてチューリップを栽培していたが， 1974年には 177aの水稲栽培と恒常的通勤兼業を
行なうようになった.この当時の家族構成員は 5人であり，就学年齢の子供 2人を除く， I世帯主
(1931年生まれ)・安(1933年生まれ).母 (1907年生まれ)の 3人が農業従事者で、あった.父は 1938
年に死に，世帯主は若くして農業の1:1心となった.この農家は 1951年まで水稲栽培のみを行なって
いたが， 1952年に乳牛を導入し， 1954年にはタバコ， 1957i:j三にはチューリップ球根栽培を始めた
(第10I~]). A 農家は第2次世界大戦前には約 8haの耕地を所有し，そのうち 2haを耕作する自作地主
であっただけに，耕地は宅地の周lIJ:lに集Iやしており， I雪l場整備事業以前でも 2団地にまとまっていた.
1960 年の耕地利用をみると，水稲栽培のみが行なわれている耕地，水稲栽培のあとデントコーン，
飼料カブ，イタリアンライグラスなどが栽培されている耕地，水稲のあとチューリ yプ，タバコのあ
と飼料作物栽培が行なわれている耕地など，複雑で、集約的な土地利用が行われていた(第11句al翠). 
1966年のi盟j易整備司王業i直前のお1:)也手IJFj;伏j兄をみると，チューリップとイタリアンライグラスの栽
培の拡大がめだっ(第ll-b図).チューリップ球根栽培面積は51.5aになった.この頃はそれぞれの
耕地に 3年に 1)支の頻度でチューリップ球根を栽培することによって，連作障害を防いでいた.タバ
コ栽培が1961ij三に0:1:.1とされた後，水稲，乳牛，チューリップの組み合わせが1968i!三まで続けられた.
1965 irにif1J山新地区でl歪i場整備事業が始まったが， A農家の耕地の整地工事は 1966年10月から翌
年の 5Jiまでに実施された.この1¥]，世帯主はi南i場整備事業の工区長，次しユで現場監視員となったこ
とから，陥J;ミを縮小しその分をチュー 1)"Jプ球根栽i音の;広大で補えるよう経営の転換をはかった.雑
種地が水FH化されたのと小作に出してあった耕地がもどったため，経営耕地面積は 177aへと拡大し
た.チューリ yプ]判長栽培を 1967if-には60aにする予定であったが， I電i場整備事業が実施されていた
ため， 30aへと縮小した.その後， 1972 {j三に43.1aを栽培したのを除くと，栽培面積は30a前後に停滞
するようになった. 1969年には29.9aのチューリップ球根が栽培され， 57，500球が出荷された. 10a 
当たり約 2万球の収穫であり， 1 J:k平均 6円で， 10a当たり粗収入は 12万円となった(第11問cI~]). 
? ?? ??
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第10図 富山県入善IHTimUJ新地区におけるA農家の就業変化
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1969年にはi境接する新屋地区に三和工業が設立され， 1970年から妻は近所の農家の主婦たちに誘
われて勤め始めた.農繁期には自由に休めるという条件であったし，実F~:~，農業を主にして休みを取
ることも多かったが，工場内での能率低 iどへの遠慮や給料に響くこと，さらに農業機械購入によって
水稲作が省力化されたこともあって， しだいに休むことも少なくなっていった.世;出;主は1970年に
この地区の関場繋備事業が完了した後も，県の農地林務事務所の現場蛇視員として荻若地区のi環場整
備事業に従事し， 1973年からは新)1)1-:J或圏のスーパー農道工事に関係するようになった.夫婦が恒
常的に j廷外就業に就くようになった結果，水稲作~)、外の農業活動は中止せざるをえなくなった. 1974 
:{I三には宅地に接したわずかの耕地での自家野菜栽培を除くと，水稲栽培しかなくなってしまった(第
ll-d図). 
|量j揚3宣告Ht事業を契機に多くの家屋が新改築されたが，AJ真家も 1969年の秋から 1970年の春にかけ
て新築した.従来の家屋はかや1í~き，寄せ棟，平入であり，玄関から入ると以前土問と馬小屋があっ
たところを板張りにした部屋があり，さらに奥には台所と物置が続き 台所へは外から土足で入るこ
とができた.間取りは)玄関型で，オイ()玄関)，茶のIl¥J，納戸，座敷が配i置されており，その奥にネ
ドコ，カネンテ(客J1dJ)があった.主屋のうしろには作業場，道路ぞいには畜舎と物置があり，屋敷
林が宅地のまわりを取りまいていた.新築された家屋は切り妻 2階建てであり 8畳間が廊下をrjJ心
に配置されており，台所と風!日場は防火のため鉄筋コソクリート造りとなっている. 21皆は子供部屋
である. ~l:. {i:r;iの変化にともなって 家屋が必要とする機能も変化したことが珪:解できる.
1982 年に W~;市主は県の農地林務事務所の仕事を辞め，農業を行なうようになり，農閑期には土木
口厄に従事するようになった(第11-eliZ]). 1983年の土地利用では，一部の水13で、大麦が栽培されて
いるが，これは米の生産調整による転作のためである. 1985年に世布;主は入善IflT農業協同組合の常
勤の参事となり，さらに部組合長となって再び'恒常的に勤務するようになった. 1981年には長男が
東京の大学を卒業して地元で、就職したため，自宅にもどり通勤するようになったが， f実業には全く従
しなかった. 1980年代後半にはA農家では 3人の恒常的勤務者がいた. 1991年に妻が富山fJB栄工
業(元の三和工業)を定年退職し， 1994年には世帯主も農業協同組合を退職し，夫婦が農業に再び
従事するようになった.その間母は死亡し，農業労働力は夫婦 2人となった.第111玄iの範囲にには
合まれていないが 水mを購入したため経営耕地面積は2.28haに拡大した. 1995年には34aの借地で
キャベツを栽培し 自作地で、は水稲栽培を行った(第11イ図).2002年の土地利用では，すでに述べ
た転作のための団地の J~J に A農家の耕地の大部分が含まれたために， 175aで転作することになった.
一部の自家用野菜栽培をのぞいて，大部分で、は緑月印有のエン麦を栽培した.就業については，夫婦が
に従事し，長男が地元の企業に勤務する状況に変わりはなかった. '1企;市主は現在でも集落のリー
ダーの 1人であり，次ぎに述べるあらせ野営農組合の組合長として活躍している.
AJ農家のように 1970年代に兼業を開始し，機械を利用しながら農業を継続してきた農民が，高齢
化にともない引退の時期がきている.大部分の農家では農家後継者は存在しているが，農業を継承し
ようとする者は多くはない.このような状況のもとで，農業を継続していくためにあらせ野営農組合
が設立された.
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N-2 あらせ野営農組合の活動
1 )あらせ野営農組合の設立
浦山新地区では画場整備事業ーの完了後， 1971年に富山県と入善IrT，入善IHT農業協同組合からの補
助金180万円と農業近代化資金720万円を借り入れ育苗センターを設置し，共同で育を行い，集落
の水稲栽培荷積のうちの80%以上に当たる約84haにを供給するようになった. しかし，その後
個々の農家が育苗施設とmt直機をそれぞれ所有するようになったため， 1980年代中頃には小規模な
農家を対象として 約30haほどの水出に ï~~ を供給するにすぎなくなってしまった.しかし， 1990 
年代になって農業労働力の高齢化にともない，再び育苗施設の利用者が増加し始めた. しかし，~m LJ 
新地区の育苗施設は25年の年月を経て老朽化していたため 1996 年度の I~)軍事業として新しい育苗
施設が建設されることになった.
育施設 1棟と育苗ハウス24棟が1997年 3}引こ建設され(写真 9) ，その事業費は7，470万円余り
であった.事:業費の40%は国， 10 %は!呆， 3 %はIl!Jーからの補助金で， 10%は組合員からの拠出一日
残りの37%は農業近代化資金を借り入れた.名称もこれまでの浦IU新育苗組合から「あらせ野営農
組合|に改められた.育市部の組合員は浦UJ新地区の60名の農民で その所有耕地市積は71.68haで
ある.2001年度の実績では， 53人の組合員のほかに隣接地区の27人に苗を供給した. 3月19日頃か
ら播種の準備をし， 4月3Elから 10日頃までに播種を行い， 5月の連休に苗を供給するようにして
いる.この1寺期には10名ほどの女性を)歪用している.
あらせ野営農組合にはもっ 1つ機械部があり，これは総事業費1，973万円の事業費の約30%をliL
15%をIll]ー からの補助金を得て， トラクタ -1台 (53馬力)と田植機2台(6条柏えと 8条植え)， コ
ンパイン 1台，その他的属部品を導入することによって設立された.組合員は21名である. 19981r 
にはオペレーターを雇用し，約10haの耕起と E日槌，収穫を詰け負った.作業詰負の費用は入普Il!TO)
規定にそっており， 1997年度は1ha当たり耕起で12，900円，出植で8，700円，メリり取りで21.300円で
写真9 富山県入善n山市山新地i玄におけるあらせ野営農組合の水稲共同育荷施設
(2002年7月)
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あり，組合員の場合はその80%であった.作業委託は増加傾向にあり， 1999年度には耕起15ha，I封
布lU8ha，収穫25haを請け負った.
2 )野菜の無人販売
あらせ野営農組合では1997年度の育苗作業の終了後，育苗ハウスの一部を利用してソパやサヤイ
ンゲンを栽培し，サヤインゲンの大部分は大阪北部市場に出荷したが，価格の変動が大きいためにそ
の後の市場出荷を断念した.これに代わって，スーパー農道ぞいで露天でサヤインゲンの摂人販売を
始めた.これに一般の農家が加わり，町二菜を出荷するようになった. 1997年度には22人が無人販売
に参加し， 595，277 jJjの販売額があった. 1998年ーには販売所をあらせの営農組合の費用でつくり，スー
ノfー 践活ぞいのコンビ、ニエンスストアの隣の空地に設置した(写真10). 6月から 11月まで38人が
任人販売に出荷し， 158万円あまりの販売金額に達した.客が実際に代金箱に入れた金額は89%にす
ぎず，特に10月にはマナーのい客がlヨ立った. しかし，売り上げはその後も仲び， 1999年には
1，957，907円， 2000年には2，661，782FLJとなった.2001年になると 2，330，066円とやや減少し，延べ出荷
者も33人と減少した(第8表)• 
無人販売の野菜の代金は 1点100円と決まっており，出荷者は午前71J寺から 91寺までの問に品物を
販売所にとどけ，備え付けのノートに出荷量を記入することになっている.毎!ヨ区長が集金し，月末
に各i+1!荷者にtH1日;金額の90%を支払い 10%は欠損のために保留することにしている. 1998年の実
写真10 富山!旦入普Ilrifl1山新地!互におけるあらせil}営農組合の無人販売所 (2002年 7月)
6，282 595，277 94.7 
17，830 1，587，211 89.0 
23，191 1，957，907 84.4 
30，597 2，661，782 86.9 
25，042 2.330.066 93.0 
(あらせ野組合資料により作成)
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績によると，むつみ圏と 6人の男性を除く 31人の出荷者は女性であり，女性のうち 50歳代は i人，
60歳代は 13人で，残りは70歳代以 i二の高齢者で、あった.男性も 30歳代の 1人をのぞ、くと 60歳代と
70 歳代である.
i司き取りによると 高齢者にとって，この無人販売は(1) 1+11荷|時に仲間とコミュニケーションを
はかることができること， (2)少量であったり， 31三が悪かったりして市場に出荷で、きない自家栽培:
の野菜を安く供給することによって消費者に喜んでもらえること， (3)小額であるが現金収入があ
ること， (4) 出荷作業が運動になり健康保持に役立つこと， (5)消費者の反応を見ながらさまざま
な新しい工夫をすることによって，生きカfいをJさじること治宝できること，などの利点カfある.
3 )巨大カボチャ栽培
あらせ野営農組合で、は青苗ノ¥ウスと建物のために85aの水田を借地し，そのために毎年70万円の借
地料を支払っている. 1997年の初年度には青苗終了後， 60aの面積に24棟設けられているピ、ニールハ
ウスでサヤインゲンを栽培し，無人販売を行ったが，翌年には採算がとれないので栽培を中止してし
まった. しかし，ビニールハウスでは雑草が生い茂るために，その除去が必姿であった.そこで，あ
らせ野営農組合の13人の役員に，それぞれ 2棟ずつのビニールハウスあるいは周辺の土地を割り当
て， 1棟につき 7，500円の管理費で，除草を行なわせることにした.これが3年続いたが，役員の i
人が観賞用の巨大カボチャの種を入手し，これをビニールハウスで栽培することになった.初年度の
2001年にはあらせ野営農組合員 12人が，育苗ハウスを利用して，この巨大カボチャの栽培に取り組
んだ.地元新聞で紹介されたり，お盆の入善町のアドベンチャー祭りや，集落の収穫祭，入者Il!Jの農
業祭に出ilもしたり，富山の西武デパートに出品を要請されたり，英語塾の経営者からハロウィーンの
飾りのために提供を依頼されたり，大きな話題となった.
そこで， 2002年には改めて巨大カボチャ会員をつのったところ，浦山新地区の40人と新JIむつみ
菌，浦UJ新児童クラブのほかに，入善町や宇奈月間¥魚津市，富山市などから希望者があり，総勢
51人がカボチャ栽培に参加することになった.あらせ野営農組合長のA農家の!止;市主が4月に出を
育て，それを配布して，各自がそれぞれ工夫して育て，大きさを競うことになった.また，営農組合
員の一部には24棟の育苗ハウスでカボチャを栽培して，ハウスの管理を兼ねてもらうことにした.
年会費を 1000円として，浦山新地区の収穫祭や入善lD-のj農業祭など各種のイベントに参加するほか，
i南山県の巨大カボチャ栽培の日本の第 l入者のi車場見学も行なった.また， ?Rf山新地区の最大のカボ
チャを香川県小豆島で開催予定の全国大会に出品することにした.それぞれの農家は，育部ハウスや
転作i韮，家庭菜園を利用して，肥料や水のやり方を独自に工夫している.毎朝j育苗ハウスに集まり，
カボチャの成長具合を楽しみながら，情報交換を行なっている(写真11). 
あらせ野営農組合には浦山新地区のすべての農家が加わっているわけではないが，地区全体の事業
という性格をもっている.それは，野菜の無人販売事業の会計を区長が管理していることや， IR長自
身が機械部の責任者を務めていること，営農組合長兼育苗部責任者は元の区長であることにも示され
ている.すなわち，このような事業が実施された背景には，浦UJ新地区がまとりがよく，活力がある
ことを示している.この地区はかつて県営圏場整備事業が黒部)1扇状地で最も早く実施され，その後
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写真1 富山県入善IlT?iliJl新地涯の巨大カボチャ栽培 (2002年8月)
育IJkJl令が組織され，共同の機械手IJmも試みられた地区である.また，第2次世界大戦後まもなく際
民やチューリ yプ球根栽培も熱心に導入されたこともあった.近年では種籾の産地としても知られて
おり，進取の気性にあふれている.経済的には1il値のない観賞用巨大カボチャに多くの人々が熱!こ1:1し，
これを通じてコミュニケーションがIZlられている. I理!場整備事業後も地区内での様々なコミュニテイ
活動が活発で，これがj}~1寸の活力の維持に強く iおわっていると考えられる.
V 稲作農村の変容過程一むすびにかえて一
この報告では，景観と就業構造に着目することによって， 1960年代から 2002年まで浦山新地区の
変化を明らかにしてきた.黒部川扇状地の農業と農村は 1970年頃までは伝統的な性格を強く残して
いたが，その後悶場撃備事業を契機に急速に変化した ~I有 111 来11-地区の事例によって，ここ 40年間の
農業と農村の急速な変化をJ主体的に示すことができた. 1960年代から男性労働力のかなりの部分は
すでに良外就業に従事していたが， I面l場整備事業の完了と水稲作の省力化によってそれが一層加速化
され，そして女性がますます農業労働力として重要な地位を占めるようになった. しかし，今度はそ
の女性労働力が大量に農村工業などに吸収され，農業自体が大きく変質していった.さらに 1990年
代から農業就業者の高齢化が著しくなり， )J見良化傾向がみられるようになってきた.これを肩代わり
するものとして，あらせ野営農組合が設立され，主要農作業を請け負うようになり ，J芝業の継続性が
Izlられつつある.
この報告で検討した内容を踏まえて， ~Iij 山新地区の農村変容過程を整理したのが第 121~1 である.
?il L!新地区では第 2次世界大戦後一部の幹線用水路の改修が行われたほか，水!万の砂質浅耕:土を改良
するために， 1950年代に流水客土事業ーが実施され，これがその後の生産性向上の重要な出発点となっ
た. 1964年代から 1971年には黒部川扇状地でも最も早く県営の悶場整備事業が実施され，これが農
業構造に大きな影響を与えた.その後は， j農道の舗装や!佳H!:j:のコンクリートイヒなどの補足的な事業が
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行なわれた.このような農業的土地基盤の主主備とも関連して，農村の土地利用や景観は大きく変化し
た. 1960年第i十1雲までは，水稲作を i十l心としていたが緑肥作物のレンゲや大根や白菜などの野菜，
麦類，球桜など，かなりの裏作物が栽培されていた. しかし，農家への兼業の浸透にともな~;) 1960 
年代後半から水稲の単作化が進んだ.米の生産調整によって 1978年から転作が義務づけられること
によって，水稲のほかに大豆や大変なととのH!l;作物が目立つようになった.水田区画や農道・用水路は
1960年代後半から 1970年代にかけて実施された1I現場整備事業で、大きく変化したが，これとともに住
宅が改築され，屋敷林が伐採されていった. 1980年代後半から新しい道路やコンビニセンスストア，
自動車修理工場，など者151'1的な施設も増えてきた.
主要農業指標として，農家数と農地面積， 10a当り水稲収量をあげたが，農家数は1960年頃をピー
クにその後減少しており，農地面積とlOa当り水稲収量は1990年代から減少が始まった.さらにチュー
リップ]判長栽培農家は， 1960頃まで急激に増加し，その後1970年代1:コ頃まで急減し， 1980年代半ば
からは1戸のみが継続している.また，焔農家も 1960年頃にピークに達したが， 1970年代前半に急
減した. 1990 年代の示冬わりにはおむ山菊;地区の間各農は jl~í lJ戎してしまった.チューリップ球十R~友;培や自各
j支の衰退は，通勤兼業との労働力の競合によって引き起こされた.
15兼業5JI農家数の割合の変化をみると， 1950年代の専業中心から 1960年代の第 l種兼業農家の増
大，それに次ぐ第 2 種兼業農家の急増がI~il授である.兼業ーの種類も出稼から， 日雇，そして恒常的通
勤に変化している. 1960年頃までの40歳代や50歳代を l宇心とした農業就業人口の年齢構成が， しだ
いにお齢化した. 1990年代にはj喪主主は高齢者によって支えられているといっても
になった.
はない状態
農作業・農業機械については， 1950年代の馬耕?と手作業の時代， 1960年代の耕起と税穀-調製作
:業が動力化された時代，そして小型トラクターや歩行型の田植機， Iヨ脱型コンパインと自動乾燥・調
製による 1970年代から 1980年代までの時代，さらに乗用のトラクターやElf副長が普及し，自脱却コ
ンパインと全自動乾燥・調製機が普及した 1980年代後半に区分できる.これと関連して，水稲経営
形態は専業的個別経営の時代から 集落などを単位とした集団栽培組織に加わりながら兼業的個別経
を行ったl時代，さらに兼業的個別経営の時代，そして生産組織や大規模借地経営に依存する時代へ
と変化した.米に対する指向も 栽培安定性と多収量を求めた時代から，多収量で可能ならば良質米
が京ましいという時代，良質・良食i床が不可欠のi時代へと変化した.結果として，伝統的農村社会は
崩壊し，新しい1ilt値観に基づく社会が求められるようになった.
このような様々な側而の変化を集約すると， 1960年からの浦山新地区の農業は， 1960年代までの
伝統的農業WJ，1970年代と 1980年代の兼業期，そして1990年代以降の再編期の 3つに分けて整理す
ることができょう. ?fIJ LLi新地区ではあらせ野営農組合といった集落営農によって農業を存続させてい
こうとしている.これが可能になったのは，浦L1J新地!玄はコミュニティ活動が活発で，これを通して
集落の結束がはかられ，農村の社会的・文化的活力が保持されているからである.黒部11扇状地や富
山平野の他の農村と比較すると 浦LLl新地区は総合的に活力のある農村と考えられる(1]林， 1994b， 
1996) . しかし，もともと自然条件は厳しく，経済的機会に恵まれず，社会的にも条件のよい地包で
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はなかった.逆に，その条件の悪さが伝統的な住民間の連帯意識の強さやまとまりのよさを生みだし，
それが農村ーの活力の維持につながっていったと考えられる.
この小論を平成15年3月で定年退官をお迎えになられる筑波大学教授高橋伸夫先生に献呈し，長年にわたるご
指導にお札を申しあげるとともに 今後のご健康とご活躍をお祈り申しあげる.
この研究を行なうにあたって鬼原六義氏をはじめとする入善1汀浦1新地区の多くの方々にお世話になった.現
地調査と報告のとりまとめにあたって 平成13・14年度科学研究費基盤研究 (B)(1) I日本における農村地理学
構築のための理論的・実証的研究J(代表者:[3j 1ネ i九 諜題番号13480014)の一部を使月3した.記して感謝申
しあげ、る.
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The Transformation of the Rural Landscape and Economy 
of the Kurobe Alluvial Fan in Central ]apan: 
The Case of Urayamashin in Nyuzen-machi， Toyama Prefecture 
Akira TABAYASHI 
Labor intensive farming mainly based on manual labor and the traditional rural way of life was 
dominant in Japan up to the end of the 1950s. Since then Japanese rural regions and their economic 
and social activities have changed remarkably. This paper mainly focuses on the changes in rural 
landscape and employment structure over four decades from 1960 to the beginning of the 21th 
century. The study area， Urayamashin is a rice-growing village on the Kurobe alluvia1 fan in central 
Japan facing the Japan Sea. 1n December 2001， village househo1ds and the popu1ation of Urayamashin 
numbered 110 and 462 respective1y. According to the 2000 Census of Agricu1ture the number of farm 
househo1ds was 78， of which only six were full-time operations. The rest were part-time farmers 
whose income was derived from 0百-farmfarming. 
1n 1963， prior to the 1and consolidation in Urayamashin， irrigation ditches and farm roads were 
narrow and complicated. Similar1y， fields were narrow and i1'regu1a1' in shape. The 1and consolidation 
that occurred between 1964 and 1971 resulted in wider fields， improved roads， and new irrigation 
ditches. The scattered fie1ds were a1so conso1idated. One of the most important changes in rice 
farming afte1' land consolidation was mechanization. The 1'educed time needed fo1' 1'ice cultivation 
enabled the fa1'm household heads to seek off-farm jobs. Work on their farms would be pe1'formed in 
the evenings， on weekends， and during the annual factory vacations. As a result， subsidiary farming 
such as tulip bulb growing and dairying declined. 1n the 1970s and 1980s the numbe1' of farm 
households primarily involved in farming decreased while the number of fa1'm households where non-
farm wo1'k was mo1'e common kept increasing. 
A number of farmers stopped fa1'ming in the 1990s， although they had fa1'mland. Farm household 
248 
heads and their wives who started part-time operations in the 1970s， reached retirement age， but 
many of their sons or daughters did not want to take over their parents' farm operations. The middle 
of the 1990s can be considered an important turning point for farming in this village. At present many 
peop1e prefer to rent out heir agricu1tura11and to other farmers in Urayamashin. 
Related to these farm management changes， a new common facility was bui1t in 1996 financially 
supported by the national and prefectural governments， and 60 farmers of Urayamashin organized a 
farming support group named Araseno Farmers' Association. This association supp1ies rice seedlings 
for 75 hectares of paddy fields. The association a1so keeps tractors， rice planters and harvesters to 
serve 23 hectares of paddy fields for the use of part-time farmers or aged farmers in Urayamashin. 
The Araseno Farmers' Association has succeeded in Urayamashin， because its rural community stil 
is active and viable. 
Key words: rural landscape， employment structure， sustaining farming， off-farm jobs， farming 
support group 
